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LAOS講 座へのお招き

信徒としてよりよく生きるために共に成長していこう

信徒としての成長を

キリスト者として生きようと決心しました。それは、イエス 。キリス

トを通して神さまから与えられた十字架と復活の福音を信じ、洗礼を受

けて、教会の交わりの中に入れていただいたからです。求道者会、洗礼

準備会での熱心な学び、兄弟姉妹に見守られながらの洗礼式でのあの感

激を懐かしく思い出します。あの時言われた言葉、「洗礼はゴールでは

なく、スタートですよ」もまた忘れられません。しかし、その後の今日

に至るまでの信仰の歩みを振返るとき、聖書についても、信仰者として

の教会 と社会の中での生き方についても、もっともっと学びを深め、実

践していきたいと思わないではいられません。一これは、多くの教会員

の方々に共通する思いではないでしょうか。信徒としての成長、このこ

とは自分自身にとっても、また教会にとつても、非常に大切なことです。

ルーテル教会としての決心

私たちが属する日本福音ルーテル教会 (JELC)は 、「福音に生き、

社会に仕え、証しする」をスローガンとする、「JELC宣教方策21」 (パ
ワーミッション21、 略称 PM21)を 2002年 5月 の総会で採択しました。

福音に生かされて生きる。社会に仕え、そこに住む一人ひとりに仕え

る。十字架 と復活の主イエス・キリス トとその恵みとを大胆に証しす

る。そういう教会、そういう信徒になろうと教会全体で決意 したので

す。

全体教会の方策は、個々の教会で具体化されることではじめて実を結

びますし、個々の教会でということは、一人ひとりの信徒が兄弟姉妹み

なと共に手を携え、祈りを一つにしながら、実践していくことで本当の

形をとります。「キリストがあなたがたの内に形づくられるまで」 (ガラ

テヤ4:19)、 その日までともどもに信徒 として成長していきましょう。

パウロはこうも言っています、「わたしは、既にそれを得たというわけ

ではなく、既に完全な者になっているわけでもありません。何とかして

捕らえようと努めているのです」 (フ イリピ3:12)。
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LAOS(ラ オス)として
PM21の第ニプロジェクト (P2)の 目標は「証 しし、奉仕する信徒
になろう」です。そこで検討の結果、そのような信徒になっていくため

に、信徒としての受洗後の教育、生涯かけての成長のための教育のプロ

グラムを用意しようということになりました。そして、それを「LAOS
講座」と名づけました。LAOS(ラ オス)、 それは、新約聖書が書かれ
たギリシャ語で「神の民」 (ラ オス・セウー)と いう言葉の「民」とい

う言葉です。わたしたちは神の民、信仰の共同体、礼拝共同体、宣教共

同体です。そのなくてはならない一員です。この講座の特徴は、個々の

信徒の内的、霊的成長というのに留まらず、むしろ共同体の中で、共同

体 と共に成長する教会的信仰また生き方を目指している点です。LAOS
という言葉から英語の信徒 laityと いう言葉もできたのですが、この講

座は信徒こそ教会の中心であり、教会そのものだという考えに貫かれて

います。

証しし、奉仕する信徒になる

「証しし、奉仕する信徒」になっていくためには、知的な学習をすれ

ばそれで十分なわけではありません。この「LAOS講座・第一期」で
キリス ト者としての基礎的な知識を習得したあと、さらに「第二期」

で、より実践的な学びをして「証し」と「奉仕」を生きていく信徒へと

成長していきましょう。そのためには、既存の書物から学ぶというだけ

でなく、実際にそのような生き方をしている兄弟姉妹からも積極的に学

んでいきたいと願っています。

教会の輪の中で

「LAOS講座」の第一期の学びは別掲の「LAOSの樹」にそのカリ
キュラムが載っています。その冊子を継続してご購入いただき、教会の

諸集会で、学びを進めていってください。成果を分かち合い、そこで得

たものを生活の中で生かし、足腰の強い信徒になっていきましょう。

日本福音ルーテル教会宣教方策21(PM21)
プロジェクト2(P2)委 員会

2005`守 13月
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(本書の目的)

I.聖書とは何か

1.学びのはじめに

2.聖書とは

LAOS講座第 4号は、聖書を神の「救いの
ドラマ」という視点でとらえ、それを再確認す

ることを目的にしています。

教会の信仰は、聖書を規範として成り立って

います。私たちが信仰を考え、教会を考え、宣

教を考えるということは、すべて聖書を規範と

してなされることになります。私たちの在りよ

う、思索、行動の全ては聖書を規範としている

のです。これが私たちの出発点であり、同時に

終着点であることを、私たちは先ずわきまえて

おかなければなりません。

1)「本の中の本」

聖書のことを英語では 〈ザ・バイブル (the

Bible)〉 と言いますが、この語源は、ギリシア

語のビブリオンという語です。この語は元来、

ただの 〈本〉という意味でした。このただの

〈本〉という語が 〈聖書〉を意味するようにな

ったのは興味深いことです。よく言われること

ですが、詩歌の世界で花と言えば日本では桜を

指すように、聖書は 〈本の中の本〉と言えるの

です。ルターが、聖書を人々の書物とするため

にドイツ語に訳して、誰にでも読めるようにし

たことは有名ですが、彼は『聖パウロのローマ

の信徒への手紙序文』に、次のようなことを記

しています。「本書はキリスト者が一言一句を

暗記するどころではなく、魂の日毎の糧 とし

て、日常これに親しむに足りるだけの品位 と価

値 とを備えている。だからこれをあまりに多

く、あまりによく読み過ぎるとか考え過ぎると

[6]



JELC憲法第 2条

かいうことはほとんどありえない。これに親し

めば親しむほど、ますます尊く、よりよく味わ

えるような書物である。」聖書は尽きることの

ない深い意味を持った書物であり、まさに唯一

の書であると言うことができます。

2)私たちの正典 プロテスタント教会では、
聖書を唯一の拠り所とし、その教義 と信仰生活

の基準としてきました。聖書は、教会の拠るべ

き唯一の正典です。

3)正典とは何か 正典 とは、ギリシア語の
「カノン」の訳であり、これは元来、葦の 〈茎〉

であり、くものさし〉〈基準〉〈規範〉を意味し

ました。カ トリックでは、聖書と共に、 1日約聖

書続編 も正典 と認め、また教会における聖伝

(伝統)を重んじ、この 2つ は同じように大切
であるとしていますが、プロテスタントは、

「聖書のみ」を重んじてきました。カ トリック

では、聖書を尊重するのですが、多 くの宗教文

書を結集し選択したのは教会ですから、その教

会の聖伝伝統は聖書と並んで重んじられるべき

だと考えます。

これに対して私たちプロテスタントは、聖書

を現在の形に決めていったのは教会であって

も、正典化は教会の業ではなく、既に聖書自身

の固有な性質による結集力と権威を教会が認定

したに過ぎないのであって、正典としての力は

聖書自身が持っているのであると考えます。

聖書は、教会の伝統や教義を生み出し決定す

るための基準であり、神の言葉なのですから、

伝統と同じ位置において考えるのは正 しくない

のです。私たちは、聖書が教会の規範であると

[7]



考えなければなりません。

4)聖書の解釈 私たちは、聖書をいろいろな
所で読みます。いつ、どこで、どのように読ま

れるにしても、大切なのは、聖書は教会という

脈絡の中で読まれるということです。

神が特定の時と所と表現様式をもって、語っ

ておられることを神の意図に即して理解するこ

とが必要です。ですから、そのためには、どう

しても解釈することが求められます。そこで

は、学問の助けを借 りることが役に立ちます。

聖書は、歴史の中で書かれた文書です。です

から私たちは、文献的・歴史的に研究を徹底し

て、先ず聖書が書かれたときの状況を明らかに

し、そのとき神が語りかけ告知した意味を明ら

かにしなければなりません。そして、その基礎

に立って、今日この場所に生きる私たちに語り

かけている言葉を解釈するのです。

私たちは、聖書が語っているイエス 0キ リス

トの福音を聴かねばなりません。ですから、宗

教改革者たちが「聖書解釈者は聖書自身であ

る」と言った言葉の深い意味を、心に留めてお

かなければなりません。このような聖書の解釈

は、具体的には、教会生活の基盤に立ってなさ

れます。聖霊の働 く場である教会の生活を通し

て、私たちは正しく聖書を読むことができるの

です。

5)聖書のみ プロテスタントが、聖書を唯一
の拠 り所とすることは既に述べましたが、その

主張は、ルターの宗教改革によるものです。カ

トリックの 〈聖書と伝統〉に対して、プロテス

タントが 〈聖書のみ〉を主張することも述べま

[8]



した。

しかしこのことは、私たちが何か一つのお題

目として く聖書のみ〉を唱えているということ

ではありません。それは意味の無いことです。

例えば、新約が書かれたのは、主イエスの教

えが立派だから文書にしておこうというのでは

なく、襲い来る迫害の中で弟子たちがそれに耐

えて、彼らの信仰を守 り抜くために、主イエス

の言葉と業とを読み、また手紙を読んで力づけ

られたのだという現実があったからです。

ヴォルムスの国会で、当時の権威者に対 し

て、自説を取 り消すように脅かされたルター

が、「み言葉に照らして私の誤 りが指摘されな

ければ一語たりとも取 り消すことはできない。

私はここに立つ。主よ助けたまえ。」と力強 く

叫んだように、聖書は生ける力として私たちに

働 くものです。

3.聖書は神の救いのドラマ
1)救いのドラマ
聖書は言うまでもなく、 1日約と新約から成っ

ており、古代イスラエルと原始キリスト教の宗

教的諸文書の集められたものであるということ

ができます。それらは、長い年月の隔たりがあ

り、多くの人によって書かれたので、言語も文

体も用語も異なっています。またそれらは、い

ずれも初めから聖書に組み入れられることを意

図して書かれた文書ではなく、後に集められ、

選ばれて聖書とされたのです。

聖書は、いろいろな読み方ができます。歴史

書として、文学書として、また人間の生き方を

扱った道徳書として読む人もいるでしょう。し

かしそれだけではありません。「聖書はすべて

[9]



IIテモテ3:16

11コ リ3:6

(口語訳 )

(口語訳 )

神の霊感を受けて書かれたものであって、人を

教え、戒め、正しく義に導 くのに有益である」

とあるように、聖書は、根本的には神の霊によ

っています。しかしこのことは、聖書の一字一

句を無批判に機械的に信じ込むというのとも違

います。聖書は、いろいろな時代に多 くの人に

よって書かれながら、その中には一貫した大き

な目的を持っています。その目的とは、人間を

救う神の計画が、あらゆる時代を通じて、人々

の日常生活の中でどのように実現されたかを示

そうとするものです。神の救いのドラマがそこ

にあるのです。66巻から成る聖書を貫き通して

いるその生命が神の霊、聖霊です。

聖書は人間の手によって書かれたものですか

ら、私たちは、他の書物 と同様、聖書を批判

的、科学的に分析 し研究 しなければなりませ

ん。しかし私たちは、聖書を読むとき、神の力

の働きを受け、神の言葉として読むことが何よ

りも大切なことです。「文字は人を殺し霊は人

を生かす」とあるように、聖書を単に文字とし

て読むのではなく、そこに流れている生命に触

れて、生命の言葉として読むことが大切なので

す。

2)聖書を読むことはキリスト・福音と出会う
こと 聖書はイエス・キリストを証しするもの
で、 1日約と新約を結んでいるのはイエス・キリ

ストです。つまり、聖書を読むことは、このイ

エス・キリストに出会うということです。聖書

を読むときに大切なのは、それを通して私たち

自身が、この世界の中でキリストに直面すると

いうことであり、その言葉を語られた主ご自身

に出会うということです。聖書によって、神の

[10]



ヨハネ5:39

ローマ1:17(口語訳 )

福音に心を開き、イエス・キリス トの存在に触

れるとき、聖書は真実に聖なる書物になるので

す。

ルターは、「聖書はその中にキリス トが横た

わっている飼葉桶である」と述べています。つ

まり、今まで述べてきたことを一言でまとめる

と、聖書は福音として読むということです。

聖書は、人間に対する神の赦しの福音を告げ

ています。私たちは、聖書の中からこの福音を

聴 くものでなくてはなりません。祈 りながら、

謙虚に、忍耐強く読むのです。

「信仰によって義人は生きる」という言葉に

神の福音を受け取ったルターのように、私たち

は福音として、イエス・キリストを中心に聖書

を読まなければなりません。そして、そのよう

な読み方をするところが教会なのです。教会は

聖書をキリス トを中心に聖霊によって解釈する

ところであり、これなしには、教会は生命を失

うことになります。

私たちは、ルターが、「聖書の中には、ただ

読むために言葉があるのではない。まことに生

ける言葉がある。その目的は、生命を得させ、

実際に行わせるためである」と言っている言葉

を受け止めたいと思います。

[11]



Ⅱ.救いの歴史のドラマ (旧約)〈メシヤ到来まで〉
一旧約聖書とイスラエルの歴史に示された救いのドラマー

1.1日約聖書とは何か

Iで学んだことを踏まえて、次に聖書に証し

された救いの歴史の筋道・各書を、はじめに旧

約、次に新約と読んでいくことにしましょう。

旧約聖書は、主イエスが生まれるまでのイス

ラエルのおよそ 2千年にわたる彼らの歴史にま

つわる諸文書の結集であると言えます。39の文

書、更に言えば、それらの諸文書は、B.C.(紀

元前)950年頃からB.C.160年頃の800年間に書
かれたもので、言語は西方アラム語に属するヘ

ブライ語です。 1日約聖書は、イスラエルの歴史

に関する彼らの神学であると言うことができま

す。

つまり、彼らが信仰によって見た神のこの世

界に対する関わりの記録なのです。そして、そ

の記録は現在も意味を持ち続け、今日もなお、

現代に生きる私たちと世界にメッセージを発し

続けているのです。

1)1日約聖書の構成とイスラエルの歴史の区別

以下、ここでは、1日約聖書を大きく4つ に分

けて、更にイスラエルの歴史を大きく6つ に分

けてそれを柱にし、その過程で成立していった

各書の内容や神学に触れながら、旧約聖書全体

の理解を深めていきたいと思います。

先ず旧約聖書を4つ に分けてみましょう。

①律法=創世記、出エジプト記、レビ記、民数
記、申命記

②歴史=ヨ シュア記、士師記、ルツ記、サムエ

[12]
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三大預言書

十二小預言書

イザヤ、エレミヤ、

エゼキエル

ホセア、ヨエル、アモス、

オバデヤ、ヨナ、ミカ、

ナホム、ハバクク、

ゼファニヤ、ハガイ、

ゼカリヤ、マラキ

イスラエル民族の形成

アプラハム、イザヤ、
ヤコブ、ヨセフ

出エジプト

ル記上下、列王記上下、歴代誌上下、エズラ

記、ネヘミヤ記、エステル記

③預言者たち=イ ザヤ書、エレミヤ書、哀歌、

エゼキエル書、ダニエル書、ホセア書、ヨエ

ル書、アモス書、オバデヤ書、ヨナ書、ミカ

書、ナホム書、ハバクク書、ゼファニヤ書、

ハガイ書、ゼカリヤ書、マラキ書

④文学=ヨ ブ記、詩編、蔵言、コヘントの言

葉、雅歌

次に、イスラエルの歴史の重要なポイントを

大まかに 6つの時代に分けてみましょう。

①紀元前2000(?)～ 1300頃 前史 (イ スラエ
ルの始まりと族長たちの時代)

②紀元前1300頃～1020 イスラエル民族の

出エジプトとカナン定着、士師時代

③紀元前1020～ 922 王国の成立と繁栄の時代

(統一王国の時代)

サウル 紀元前1020～ 1000
ダビデ 紀元前1000～ 961
ソロモン紀元前961～ 922

④紀元前922～721 王国の分裂と北イスラエル

王国の滅亡

紀元前721～ 587 単立王国時代

紀元前587～ 538 バビロニア捕囚時代

⑤紀元前538～ 331 捕囚後の時代

紀元前516 解放と神殿再建

⑥紀元前331～ 中間時代
ギリシア時代 紀元前331～63
ローマ時代 紀元前63～
*イ エス誕生 (紀元前4? 6? 7?)

|

|

|

|

分裂王国

北イスラエル王国の滅亡

南ユダ王国の滅亡
エルサレムの陥落

預言者たち

バビロン捕囚

モーセ、ヨシュア

士師たち

統一王国

サウル

ダビデ

ソロモン

解放・エルサレム帰還

神殿再建

中間時代

[13]



2)イスラエルの歴史区分と諸文書の成立

③
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Ｌ

南

減

イ
エ
ス
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生

りと

原歴史 1300じ頁    1020  922    721    587538    331 BC

さて、先に区分した旧約聖書の各書は、この

歴史のどこでどのように成立していったのでし

ょうか (本文では、紙面の都合でそのすべてに

ふれることはできませんので、全体像は巻末の

表に記しておきます)。 聖書の各書は、目次通

りの順番で成立したのではありません。初めに

述べたように、旧約聖書の各書は、歴史の過程

の中で、その時代を背景にして成立していった

のです。例えば、創世記は歴史的にはいつどの

ように成立したのでしょうか。実は、聖書の最

初の言葉、創世記の 1:1の「初めに、神は天
と地を創造された」という言葉は祭司資料 (P

資料)と いうものによっています。祭司資料、
いったいこれは何のことなのでしょうか。それ

を知るために「モーセ 5書」についてお話しし

なければなりません。

3)モーセ 5書 さて、 1日約聖書の最初に置か
れた創世記から申命記までの 5つの書物は「モ

ーセ 5書」ペンタテユークと呼ばれます。ペン

タは 5、 テュークは巻物という意味です。つま

り、「五つの巻物」という意味です。ユダヤ教

では、このモーセ 5書をトーラー「律法」と呼

エジプト記

ビ記

数記

[14]

〈旧約聖書 (39巻 )〉

1.五 書  モーセによ
って書かれたと伝えられま

したが、むしろモーセを中

心とする一連の書といえま

す。「律法」ともよばれて

いますが、創世記や族長の

物語、イスラエルの古い歴

史を含んでいて、単なる律

法集ではありません。それ

らの物語を通して、神のみ

前に歩む道が示されていま

す。

律法/モーセ五書

レ

天
地
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創世記  天地の創造から
人の堕落、ノアの洪水、バ

ベルの塔の物語に続いて、

アプラハムを初めとする族

長たちの物語が含まれ、イ

スラエルが神の約束の地に

至りながら、エジプトに住

むようになった次第が語ら

れています。

びます。この 5書の研究は、長い変遷を経て

「文書資料説」と呼ばれる全 く新しい考え方に

よって大きく飛躍しました。

4)文書資料説とは何か
文書資料説とは、 5書の中には、神の名をエ

ロヒームと呼ぶE資料 と、神をヤハウェという

名で呼ぶ J資料、そして申命記資料 (D資料 )、

祭司資料 (P資料)が基となって編集されてい

るというものです。

ここではP資料についてのみ見てみたいと思
います。

5)祭司資料
このP資料の神の名は、E資料と同様にエロ

ヒームです。

お話したいのは、そのP資料の成立の歴史的

背景です。 Pは、前586年 にエルサレムがバビ

ロニアによって占領され、ユダヤ王国が滅亡し

た後、バビロンに捕囚されたユダヤ人によって

次第にまとめられたもので、資料の中で最も新

しいものです。

当時バビロンにおいては、太陽=神、太陽

神 =創造主でした。しかし、 Pが ここに、太陽
に先立つ光について述べ (「光あれ」)、 しかも

その光さえ神が創造したと言うのです。これは

特筆すべきことす。

では、そこに込められている意味はどんなこ

となのでしょうか。イスラエルの民にとって、

この時代はイスラエル史の中でも最も暗い捕囚

の時代でした。虫けら同然の捕囚の身の民は、

自分たちの神の民としてのアイデンティティー

も失い、虚無の中に生きていました。しかし、

[16]



イザヤ60:1-3

鉄道唱歌で覚えよう

旧約聖書39巻

その時代にこの創造物語は成立したのです。こ

の時代背景が、この記事を理解する一つの鍵に

なります。

彼らは、バビロニアの多神教と偶像礼拝を強

いられた中で、唯一の神、創造主なる神を信

じ、神は必ず自分たちを守り、この苦難から解

放されるとの希望に生き、そこに「光」を見い

だしました。従ってこの光は、神の救いの光で

あったと思われます。つまり、この光が輝 くと

き、この世界を覆っている暗闇は去 り、全ての

ものがはっきり見えるようになり、自分たちの

存在の意味が明らかにされるということです。

神は、この世界に、創造において根源的に関わ

つてくださったのです。

そしてもうひとつのこと、この P資料による

創造物語の特徴的な言葉は、「神はこれを見て、

良しとされた」です。神は、創造した世界を喜

びの対象として見られるのです。「神は～良し

とされた」、ここには、根源的な「存在」の肯

定 と評価があります。しかし、いつしか世界

は、その被造物 としての世界を逸脱 し、変質

し、神の評価ではなく、自己の評価を求め、神

の肯定ではなく、自己肯定を求めるようになっ

てしまいました。

まさに私たち人間は今、捕囚のもとにあるの

です。しかし聖書は、人間も世界 も神の「良

し」のもとに、まことの平和があることを告げ

ています。私たちは、また私たちの日本福音ル

ーテル教会は、この「良し」のもとに、新しい

一歩を21世紀に向けて踏み出していかねばなら

ないのです。とすれば、この「良し」は、決し

て現状肯定をゆるす「良し」ではないことがわ

かります。この根源的「良し」が、否定され、
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2.歴史

無視されている現実の中で、この「良し」を聴

き得た私たちは、直ちに「良し」の回復のため

に、課題を負う者とされるのではないでしょう

か。私たちキリスト者、また私たちの教会は、

この「良し」を担い、証 しし続ける者なので

す。この LAOS講座を学びながら、これまで
の私たちが福音を抽象化、個人化、観念化、

少々難しく言えば、非歴史化してしまってはい

ないか ということを、吟味反省してみること

は、大切なことだと思います。

さて、話をイスラエルの歴史に戻 しましょ

う。 1日約聖書は天地創造の物語、そしてノアの

物語に続いて、アブラハム、イサク、ヤゴブ、

ヨセフの物語を通して、神の救いのドラマの始

まりを語っていきます。しかしそれらは、歴史

の中では「前史」であって、神の救いの ドラ

マ、歴史であることは間違いないのですが、い

わゆる歴史的な記述ではありません。しかし、

イスラエル民族がこのアブラハムから始まって

いることは紛れも無い事実です。紀元前 2千年

に遡る族長たちの口伝伝承が、約千年後の時代

に神の祝福の基の出来事 として記され、族長た

ちがその神の約束と導きを信じて生きた事実を

この記事は伝えています。

1)出エジプトと十戒 0モーセ
イスラエル人のエジプ ト脱出は、出エジプト

記 5章-15章に記されています。エジプ ト王

(フ ァラオ)はイスラエル人に強制労働を強い

ました。この王は、エジプト第19王朝のラメセ

ス 2世 (前 1290～ 1224在位)です。彼は、イス

ラエル人がナイル川の河回の要地ゴシェンで繁

[18]



出エジプ ト記  モーセが
神の召しを受け、イスラエ

ルの民を率いてエジプトか

ら脱出し、シナイ山で神の

契約と「十戒」を受けたこ

と、それと共に当時のイス

ラエルに与えられた多くの

戒めがじるされています。

出エジプト1-2章

出エジプト3:1-12

出エジプト14章

栄することはエジプトにとって危険であると考

え、彼らを奴隷化し、ナイルデルタ東部の都市

開発に投入、酷使し、民族の消耗、弱体化との

一石二鳥を謀ったのです。しかし彼らが屈しな

いので、ファラオは、男子の新生児を殺すよう

に命じました。この時期に生まれたのがモーセ

です。彼は、ナイル川に放たれ難を逃れます

が、王女に拾われ、養子として成人します。

モーセはあるとき、イスラエル人を酷使する

エジプト人を、その正義感から殺してしまいま

す。そして、アカバ湾の東にあるミデアン族の

地に逃れます。あるとき、羊を追いながらホレ

ブ山で不思議な体験をします。そこで神の顕現

に出会い、苦しむイスラエル人を救えとの命令

を受けます。このとき、神の名が示されるので

す。神ご自身が「私はあってある者」と言われ

ます。これは全ての存在をあらしめる者の意、

あらゆるものの存在の根拠、唯―の創造主の意

です。

モーセは、兄のアロンと共に民を率い、紀元

前1290年頃エジプ トを脱出します。600台の戦

車をもって追跡して来るエジプ ト軍。そして行

く手を紅海に阻まれたとき、神は海を二つに割

り、彼 らを導 くのです。イスラエル人にとっ

て、この体験は劇的であり、感動的に語りつが

れ、民族の歩みの中で常に心の支えとなり、ど

んな時代にも民族の困難を乗 り越えていく原動

力となっていきました。

さて、聖書に拠れば、彼らの旅は40年に及ん

だとあります。創世記に「乳と蜜の流れる地」

と言われた、故郷カナンヘの民族の旅は過酷な

ものでした。シナイの砂漠、荒野は一切の生命

を拒絶するかのような自然環境です。それは、

レビ記  レビ族はイスラ
エルの中で祭司の役割を果

たした部族です。この書は

彼らの役日であった礼拝と

祭司職に関する細かな規定

がしるされています。

[19]



出エジプト20:4

神から与えられた試練でもありました。

しかし、その度に神は、命の水 とパ ン (マ

ナ)を与えられました。
ところで、十戒のことはヘブル語で「アセレ

ス・ハッデバリーム (十の言葉)」 と言います。

第二戒「あなたは、いかなる像も造ってはな

らない」。ここで刻んだ像は何を意味している

のでしょうか。ここでは、フアラオを想起する

必要があります。ラメセス 2世は、その治世が

60年にも及んでいることから、非常に有力な王

であったことが分かります。彼は、その治世の

初めにはヒッタイト帝国と戦い、その後はもっ

ぱら国内政治に意を用いて、国内の支配力を強

化しました。そこで彼は、エジプト三千年の歴

史の中で、最も多くの自分の像を造らせたよう

です。支配者の神格化、像は独裁者に見られる

傾向ですが、エジプトにおいては、ファラオは

神々の中で最高位の神であって、彼に対する絶

対の服従と礼拝が要求されたのです。

そうした中で、ファラオを神格化する支配体

制が出来上がっていきました。あのピラミッド

は、エジプトの強大な権力がその根底にあるこ

とを示しています。その権力のもとで、国民は

働かなければなりませんでした。しかし、一方

それが、彼らの生を成り立たせていることを彼

ら自身が知っており、疑問や反抗の余地はなか

ったのです。彼らに教えられていたことは、従

順と勤勉な労働だけでした。

一方、元来イスラエル人は、羊や山羊のよう

な小家畜を飼う人々でした。つまり、自分の民

には支配者も持たず、自由な「生」でした。で

すから、ファラオの偶像が何を意図されてい

て、何を目的として造られたものであるかが見

民数記  出エジプ トの
後、荒れ野を旅するイスラ

エルの民の人口調査が記さ

れていることから、民数記

の名があります。荒れ野で

の出来事といろいろな律法

がじるされています。

申命記  「申命」は神の
戒めを繰 り返して述べると

いうほどの意味です。荒れ

野の旅を導いたモーセが約

束の地を眺めつつこの世を

去る前に残した決別の説教

の形で、たくさんの律法が

まとめられています。

[20]



rrr:1. ▲ネボ山ハ
チ|:
V

カ

ナ

ン
ブ

ヽ
、
た
．

ヽ
、

　

Ｆ

ヽ

死
海
．

メセス

ゴシエ

荒メンフィス

エ  ジ プ  ト
野

シナイ山
ホ レ

イ半島

出エジプ トの旅

えていたのです。神は権力者ではなく解放者で

あり、大事なのは自分たち一人ひとりの人間で

あるということを、彼らは知っていたのです。

その意味で、偶像の否定無くして、人間の自由

はないのです。

いずれにしても、イスラエルの民は、この十

戒によって、自分たちが神の民であるという自

覚を決定的なものにしました。そして、彼らは

十戒を入れた「契約の箱」を先頭にして進み、

カナンの約束の地に入っていきました。モーセ

は、約束の地カナンを目前にして、モアブの地

で息を引き取ったのです。申命記34章

[21 ]



2.歴史書  モーセなき
あと、ヨシュアによって導

かれたイスラエルの民が、

約束の地カナンに入ります

が、その歴史が進展すると

共に、信仰的には次第に下

降線をたどります。ついに

はイスラエル民族が建設し

た王国は滅ぼされ、アッシ

リア、ついでバビロニアの

捕虜となります。その中で

信仰的集団としてのイスラ

エルの団結が目指され、結

果的には救い主への備えが

なされます。その歴史が12

の書物になっていますが、

その中でルツ記とエステル

記は歴史的な「物語」と見

られます。

2)イスラエル民族の基礎
(1)カナン定着とヨシュア (前 1250年頃)

モーセの死後、彼の後継者となったのはヨシ

ュアです。若きヨシュアの活躍は、めざましい

ものでした。当時のカナンは、エジプ トの支配

も及ばず、カナン人やアモリ人 (セム族)に よ

って治められていました。彼らは、農耕を主に

した文化的水準の高い生活を営んでいました。

ヨシュアは、ここでも契約の箱を先頭にして

ヨルダン川を渡ります。そして、強固な城壁を

持つエリコの町を陥落させ、次々と戦いを続

け、カナン南北に領上を拡大していきました

(ヨ シュア 6、 10章 )。 カナンに彼らが定着する

ということは、これまでの遊牧、移動型から、

農耕、定着型への生活様式の変化を意味しまし

た。住むところも、これまでの天幕 (テ ント)

から、家屋へと変わっていきました。人間は、

環境によってその生活形態は大きく影響を受け

ますが、それは、精神的面にも言えることで

す。彼らは、カナンの農耕宗教であるバアル教

に影響を受けるようになってしまいます。バア

ル信仰とは、カナンの神々の主神バアルに大地

の生産力を帰する、農民の信仰です。その後彼

らは、自分たちの信仰生活を守るために、長 く

バアル信仰と戦わなければなりませんでした。

0士師たち
この定着からサウルによる王国成立までを

「士師時代」と呼びます。ヨシュアの死後、指

導者を失ったイスラエル民族は、前1200年頃か

ら約200年間にわたって、内部的にはバアル神

への偶像礼拝、外部的には周囲の諸部族との衝

突という不安定な時代を迎えることになってし

ヨシュア記  ヨシュアを
指導者とするイスラエルの

民が、40年の荒れ野の旅を

終えてカナンに侵入し、そ

の地を割り振って住み着 く

ようになる次第と、ヨシュ

アの民に対する勧めが記さ

れます。

[22]



士師記   ヨシュアの後、
信仰あつい12人の士師 (さ

ばき人)た ちが、次々にイ
スラエルの指導者の役目を

果たしてゆく時代の出来事

の記事です。

オテニエル、エホデ、

デボラ、ギデオン、

エフタ、サムソン

シャムガル、 トラ、

ヤイル、イブザン、

エロン、アブドン

パレスチナという名の由来

最初の預言者サムエル

サムエル上17章

サムエル上9:1-10:16、

特に10:1参照

まいます。そんなとき現れたのが「士師」たち

でした。士師とは「さばきつかさ」ショーフェ

ティーム (英語で Judges)と 呼ばれる、言わ

ば地方の指導者で、神からの霊の力、特別な賜

物を持つ者でした。士師記によれば、オテニエ

ル (3:7-11)、 エホデ (3:12-30)、 デボラ (女預

言者4-5章)、 ギデオン (勇者6:1-8:32)、 エフタ

(10:6-12:7)、 サムソン (怪力13-16章)の 6人
が大士師と呼ばれ、シャムガル (3:31)、 トラ

(10:1-2)、 ヤイル (10:3-5)、 イブザ ン (12:8-

10)、 エロン (12:11-12)、 アブドン (12:13-15)

の 6人が小士師と呼ばれています。

彼らは、しばしばイスラエルの危機を救いま

した。そうした過程の中で、イスラエル民族を

最も悩ませる強力な民族が現れ、侵入してきた

のです。それはペリシテ人 (海の民)です。彼
らは、前12世紀前半に地中海のクレタ島から渡

来し、優秀な鉄製の兵器を持ってパレスチナ中

央部に勢力を振るいました。後に、カナン全土

をパレスチナ と呼ぶようになったのは、この

「ペ リシテ人の地」の意味に由来しているので

す。

このような不安定な状況の中で、人々は強力

な統一的指導者を求めるようになりました。そ

こで、最後の士師、また最初の預言者と呼ばれ

る宗教的指導者サムエルが現れます。前1020年

頃のことです。

サムエルは、ベニヤミン族出身のアンモン人

との戦いで活躍したサウルを、イスラエルの最

初の王に任命 し、王制を敷き、その後430年間

にわたる王国時代という歴史が始まります。そ

の430年間の内容は、サムエル記上下 と、列王

記上下、また歴代誌上下に記されています。

士師たち

大士師

′」、士自雨
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サムエル記上17章

サムエル上31章、下1章

サムエル下1-4章

サムエル下5:6-10

3)統一王国時代
(1)サウル 前1020年～1000年
サウル王は、軍事的組織を強化して、徴兵、

騎兵、歩兵を編成しました。千人隊、五十人隊

など組織化して、宿敵ペリシテ人を一掃し、民

衆の期待に応える功績をあげました。サウルの

王国の成立については、サムエル記上 8-12章

にかけて記 されています。しかし、サウル王

は、ペリシテ人とのギルボア山での戦いで戦死

してしまうのです。サウルの在位は、前1020年

～1000年と言われています。サウル王の死後 2

代目の王となったのは、ダビデです。

0ダビデ 前1000年～961年
ダビデの生涯は波乱に富んでいます。彼は、

ベツレヘムの羊飼いエッサイの子 として生ま

れ、勇気ある美少年でした。彼は琴が上手 く、

召し出され、孤独な晩年のサウルに仕え、慰め

ます。しかしサウルは、ダビデの非凡な才能に

嫉妬するようになり、あつれきが生まれていま

したが、サウルは戦死してしまいます。

サウルの死後、民衆の人気と支持を受けたダ

ビデが王となりました。

以下、ダビデのめざましい活躍の跡をたどっ

てみましょう。先ず、イスラエル南北統一のた

め、エルサレムを都と定めました。そこに「契

約の箱」を置き、エルサレムを、宗教的にも政

治的にもイスラエル統一王国の中心地としたの

です。そしてダビデは、周囲の外敵を制圧し、

財政も強化していきました。祭司制度、官僚制

も整えられ、ここにイスラエルの歴史上最高の

繁栄期が実現したのです。イスラエル人にとっ

て、ダビデの名と、この繁栄の時代は、忘れら

サムエル記上下  士師の
時代が終わって、イスラエ

ルが王国として形を整える

事情が描かれます。サウル

に続いてダビデが王 とな

り、国を盛んにしますが、

ダビデの個人生活は信仰的

であると同時に、家庭的に

弱点をもっていて、問題の

種となります。

[24]



サムエル下13-20章

列王上1-2章

列王上5-8章

列王上11章

れないものとなりました。彼のような名君は、

その後再び出現しなかったからです。だから、

ダビデは理想の王として、彼らが国家を失った

後にも、自分たちを救うメシヤ・救世主は、ダ

ビデの子孫から現れると考えられるようになっ

たのです。そして、主イエスがベツレヘム (ダ

ビデの故郷)生まれのダビデの子孫、即ちメシ

ヤであるという考えにつながっていくのです。

しかし、ダビデも、晩年は三男アブサロムの

反乱をうけることになります。ダビデの王位継

承の争いについては、列王記上1:1-2:11に 記さ

れています。そして、前961年、その後継者争

いの中で、偉大なダビデの後を継いだのはソロ

モンです。

0ソ ロモン 前961年～922年
その王位継承には、醜い争いが起こりました

が、彼は前961年 に即位 しました。賢者として

非凡な才能を持つソロモンは、その才能を発揮

し、父ダビデの王国を発展させました。何より

も商才にたけた彼は、フェニキヤとの交易によ

って、イスラエルに経済的、物質的繁栄の絶頂

期をもたらしたのです。

ソロモンの業績は、何と言っても13年間の労

力を費やして、前958年 にエルサレム神殿を建

築したことでしょう。しかし、外国 との交易

は、他国の異教をも輸入することになり、ヤハ

ウェ信仰をないがしろにし、また、彼の権力主

義が人々の反感を買う結果となり、そのソロモ

ン王国は、前922年の彼の死によって崩壊しま

した。サウルから僅か 3代、たった100年で、

イスラエル統一王国は崩壊していったのです。

[25]



列王上12章

4)王国分裂時代と滅亡
ソロモンの死後統一王国は、南北に分裂して

しまいます。その後 3世紀にわたる民族の運命

は、苦難に満ちており、滅亡に向かって暗黒の

トンネルを突っ走るようです。その歴史は列王

記、歴代誌、それに預言書が記しています。

さて、前922年 のソロモンの死後、その子 ど

ものレハベアムが、都エルサレム (南部)で後
継者として即位しますが、北部の人々はこれを

拒否します。そして、エフライム族のヤラベア

ムを王とします。

ここに、ダビデ王とつながるユダ民族による

「南王国ユダ」と、エフライム族を中心に10部

族が連合する「北王国イスラエル」とに分裂

し、 2つの王国の分裂時代を迎えることになり

ます。

(1)北イスラエル王国の200年間～722/1年

もともとパレスチナは、地理的な条件など、

南北に対立するいろいろな要因がありました。

例えば、北部は、比較的肥よくな平地に農業

が発達し、また古代世界の交通の要路にあた

り、外部からの影響 も多 く受け、何 と北王国

は、200年の間に 9つの王朝、19人の王が乱立

しました。特に、異教の流入が、ヤハウェ信仰

を危うくすることがしばしばあったのです。

列王記上下・歴代誌上下

ダビデの後継者ソロモンに

よって、イスラエルは繁栄

を極めますが、それも長続

きせず、やがてイスラエル

とユグの南北二王国に分か

れて争い、さらにいずれも

外敵アッシリアとバビロニ

アのために滅亡するまでの

ことが記されています。エ

リヤ、エリシャ、イザヤら

の預言者の活躍、ヨシア王

の宗教改革の出来事もこの

時期のことです。ペルシャ

王キュロスはバビロニアを

滅ぼし、バビロニアに捕囚

となっていたイスラエルの

民は故国に帰ることを許さ

れます。

キネレト湖

塩の海

イスラエル

(10部族)

ユ ダ
(2部族 )
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ヤラベアム王は、分離独立後、直 ぐに

都 を定めることができず、シケムと、ペ

ヌエルに支配の中心を置きました。しか

し、神殿はエルサレムにあったことが、

南北分裂 決定的な弱点 となったのです。「契約の

箱」は、エルサレム神殿にあったからで

す。北王国は、政治経済は繁栄したので

すが、社会悪と、道徳の不敗が国に渦巻

き、ヤハウェ信仰は危機に陥りました。

C)南ユダ王国の335年間～587年

一方、南部は、山岳地帯や荒れ野が広

が り、経済的に貧しく、文化的にも遅れ

ていました。しかし、ヤハウェ信仰は保

てたのです。南王国は安定した歩みを続

け、この結果、両国の滅亡に130年の差

ができました。しかし、ウジヤ王の時

代、ここでも社会悪と、道徳の不敗が渦

巻き、ヤハウェ信仰は危機に陥ったので

す (こ の南北王国の王位継承変遷史は、

列王記上12～16章 にその一、下11～25章

にその二が記されています)。

さて、この危機的な時代に活躍したの

が預言者なのですが、その働きはあとで

学ぶこととして、もう少し歴史を見てい

きましょう。

0)滅び行く 2つの王国

さて、北王国の200年、南王国の335年

という時代は、イスラエル民族の歴史と

しては、衰退の時期であると言えます。

しかし、南北の王国を治めた39人の王た

ちを聖書に追っていくと、ある感慨が浮

アッシリア

,7lUE:7

バビロン捕囚

ベルシヤ
解放と

神殿再建
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列王上18章

列王下12章以下

列王上16:9-20

列王下13:1-9

かびます。例えば、預言者エリヤの支援を得

て、バアル礼拝を追放した北王国のヒエフ王の

こと、偶像礼拝を一掃し、エルサレムにヤハウ

ェ信仰を集中させようとした南王国のヒゼキヤ

王、ヨシヤ王の業績は、この暗いイスラエル民

族史の中に灯した宗教改革の灯火であったから

です。このヨシヤ王の改革の理念は、イスラエ

ルが神の民として、約束の地での祝福を全うす

るために、誘惑を排して、モーセに帰れという

ものでした。

また、 1年持たなかった王もいます。北のジ

ムリ王の王位は、 7日 間だったといいます。南
のヨアハズ王も、たったの 3ケ月の在位であっ

たようです。そこには、血で血を洗うような争

いがあったのです。

こうした南北王国の衰退の大きな原因は、異

教礼拝にあることを聖書は語っています。ヤハ

ウェ信仰は、イスラエル民族の生命線であるに

も関わらず、それが棄てられるということが、

直ちに王国存立の精神的基盤を失うことにつな

がったのです。

さらにそれは、倫理の荒廃、社会正義や、人

権が軽んじられていくことでもありました。そ

のような状況の中で、二つの王国は、周囲の強

国の侵略を受けることになったのです。イスラ

エルを取 りまくこの頃の世界地図を見てみる

と、イスラエルは、地理的には北のシリヤと、

南にはエジプトという列強にはさまれているこ

とが分かります。この南北の列強の脅威は避け

られなかったのです。また、東にはアッシリ

ア、バビロニア、ペルシアという大国の脅威の

荒波の中で、小国イスラエルは、木の葉のよう

に翻弄されていったのです。北王国は、そのア

[28]



列王下17章

列王下23章 -25:30

コ1し/ミ ヤ52:30

ッシリアによって前721年に陥落、北王国のイ

スラエル人は、アッシリアヘと捕囚され、アッ

シリア人がそこに住み、北王国は歴史の中から

消えてしまったのです。

かろうじて生き残っていた南王国も、それか

ら135年後に、そのアッシリアに代わって台頭

した、新バビロニア帝国のネブカドネツァル王

によって滅ぼされてしまいました。

ダビデの町エルサレムは、前587年 に陥落、

あのソロモンの神殿と共に徹底的に破壊され、

そして、ユダの人々はバビロンに捕囚されてし

まうのです。ここに、サウル以後400年のイス

ラエルの王国の歴史は、滅亡という形で終わり

ました。

5)バビロン捕囚時代 前587～ 538年
彼らの捕囚は 3度にわたりました。そして、

その数は4,600人 と、記録 されています。これ

は当時、成人男子のみが数えられるので、実際

は、15,000人位と推測されます。私たちは、バ

ビロン捕囚をよく知っています。それは、ユダ

ヤ人全てがバビロニアに連れて行かれたかのよ

うに感じていましたが、実際のこの数をどう思

うでしょうか。意外と少ないと感じるのではな

いでしょうか。前 8世紀末のイスラエルの人口

が25万人 と言われていますから、捕囚の人数

,rl uE・
エルサレム
θ
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エゼキコ■ル33:24-29、

イザヤ57:3-13他

は、そのパーセンテージから言えば、多いとは

言えないのです。しかし、彼らは支配階層、祭

司、技術者であって、ユダ王国の中核を成す

人々だったのです。残された一般大衆は、多く

いたわけですが、もはや彼らには指導者 もな

く、異教に汚されたものとなってしまいまし

た。と言うことは逆に、イスラエル民族の信仰

は、少数であっても、バビロニアにいる捕囚民

たちの中にあったということが言えるのです。

未知の国に連れてこられた南ユダの人々は、

このときから約50年の間「ユダヤ人」という名

で、屈辱的な時代を送 ります。その人々の悲し

みと苦しみを記した例 として、詩篇137編や88

編も読んでみましょう。これは、祖国を奪われ

たバビロン捕囚の悲しみを歌った詩篇です。彼

らは、国土も王も神殿 も、長い民族の歴史の中

で与えられた神の恵みの賜物と信じてきました

が、今やその全てを失ってしまったのです。彼

らの民族としての思いは、なぜ、自分たち神の

民、選ばれたイスラエルの民が、異教の神の民

バビロニアの下で、このような苦しみに遭わな

ければならないのか。ヤハウェは義を忘れたの

だろうか。神は正しい神なのだろうか。といっ

た根本的な疑間が起こってきたのです。彼らは

苦しみました。

しかし、このような民族の危機、信仰の危機

の時に現れ、悩み苦しむ民に忠告と励まし、慰

めと希望を与えたのが、預言者と呼ばれる人々

なのです。

6)解放・帰還・再建
(1)エズラ記 0ネヘミヤ記
エズラ。ネヘミヤ記は、前300～250年に書か

エズ ラ記 。ネヘ ミヤ記

捕囚の民が故国に帰還する

次第と、神殿を再興してエ

ルサレムをもう一度聖なる

都とするための処置とざん

げが書かれています。エズ

ラ記不ヘミヤ記に書かれた

出来事の後、不ヘミヤがエ

ルサレムに石垣を築き、エ

ズラが神殿のために新しい

規定と律法を公布したこと

が記されます。
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エステル記  ペルシャに
いた離散のユダヤ人の危機

を、一人の女性が救った物

語。ルツ記と共に、一連の

歴史 とは少し異なる物語

で、共に女性を主人公とし

ています。捕囚から帰還し

たのちの時代が背景になっ

ています。

分類 としては歴史の中に入

れられる。

中間時代

解放、帰還、神殿再建のの

ち、紀元前331年 か らアレ

キサンダー大王の遠征、ギ

リシア (セ レウコス朝)の
支配が続き、さらに紀元前

63年からはローマの属領と

なる。救い主到来までのこ

の期間を中間時代と呼ぶ。

れたもので、元々一つの書物が二巻に分けられ

たと言われています。そしてそれは、エズラ・

ネヘミヤの改革と言われるように、歴史 と深く

結びついています。捕囚直後のエルサレムが舞

台で、キュロス王の布告 とエルサレムヘの帰

還、学者エズラの神殿再建、また、ペルシャ王

の侍従であったユダヤ人ネヘミヤの活躍を記し

たものです。つまり、実際の成立と内容の舞台

となる時代には約200年 も差があるということ

です。と言っても、既に見たように、捕囚期

に、 P資料 (p.17参照)に よって創世記や出エ
ジプ ト記などが編纂されたことを思い出すな

ら、そんなに驚かないのではないでしょうか。

中世には、このエズラがモーセ 5書の編者では

ないかと言われたこともありました。なぜエズ

ラかと言うと、ネヘミヤ記 8～ 10章にある律法

の朗読の記事がもとであり、最近、中世 とは違

う形で再認識されています。エズラは、ユダヤ

教団つまり、モーセの律法によるヤハウェ宗教

の成立・ユダヤ教団の成立 (前398年)を もた
らした重要な人物なのです。

3.預言者を通して語られた救いのドラマ

4.預言書  ソロモン王
時代に頂点に達したイスラ

エルの栄華が衰退し、国の

独立が失われたころ、本来

の神信仰に帰るように説い

た預言者たちが現れまし

た。神はそのみことばを彼

らに託し、民に悔い改めを

説かせ、救いの約束を与え

られました。列王記にはエ

リヤ、エリシャらの活動が

記され、ヘブル語聖書では

1)預言者とは誰か
預言者は、 1日約聖書において、特色ある存在

として、イスラエル民族の歴史に大きな足跡を

残した人々のことです。そして、彼らの存在と

言葉は、 1日約聖書の三分の一の量を占める「預

言書」に記されています。彼らは、神から「言

葉を預かる者」ナービーと呼ばれています。

最初の預言者は、前 9世紀に活躍したエリヤ

とエリシヤであり、彼らの活躍の様子は列王記

に記されていますが、そこには彼らの預言の言
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ヨシュア、士師、サムエ

ル、列王が「前の預言者」

とよばれています。文書の

残っている預言者としてイ

ザヤ、エレミヤ、エゼキエ

ルは、分量的にも内容的に

も大預言者 とよばれます

が、時代的には、アモス、

ホセアらの方が彼らより先

になります。哀歌とダニエ

ル書は預言書と少し性格が

違いますが、ふつうその中

に含めて数えられます。

アモス5:6

アモス5:14

アモス5:24

葉、内容そのものは文字 として残されてはいま

せん。最初の「記述預言者」は、前 8世紀のア

モスです。そして、イザヤ、エレミヤ、エゼキ

エルを、その記述の分量から「三大預言者」と

呼び、ホセアからマラキは「十二小預言者」と

呼ばれます。

2)アモスは何を語つたか
アモスは、北イスラエル王国のヤラベアム 2

世 (前 786～746年)の 時代に現れた預言者で

す。

アモス書2:6-8を読むと、この時代は貧しい

者を金で売ったり、親子で同じ女性のもとに通

って神の名を汚し、科料罰金で得たお酒を神殿

の中で飲んでいるような、上流支配階級や宗教

指導者の堕落ぶりはひどかったことが分かりま

す。外面的な繁栄の蔭に宗教生活は乱れ、社会

には不義不正が満ちており、礼拝も形骸化し、

生命を失っていたのです。

田舎で羊飼いをしていたアモスは、このよう

な支配階級に対して「主ヤハウェはこう言われ

る」と、神の正義を語 り、激しい怒りを持って

預言しました。彼の言葉は感動的です。「主を

求めよ、そして生きよ」、「善を求めよ、悪を求

めるな、お前たちが生きることができるため

に」、「正義を洪水のように、恵みの業を大河の

ように、尽きることなく流れさせよ」。これら

の言葉は「正義の預言者」と呼ばれるアモスの

思想の根本を貫くものでした。これは、真剣に

神の言葉を聞かなくなった民への痛烈な警告で

した。

しかし、あまりにも厳しい預言のために、ア

モスは支配者たちの反感を買い、追放 されま

アモス書  紀元前 8世紀
の半ばに出た預言者アモス

によるもので、預言文書と

しては最も古いものといわ

れます。社会の不義不正に

対する神の審判を宣告し、

神の義を強調しています。

アモス7:10-13
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ホセア4:4-14

す。その後のアモスがどうなったかは、全く分

かりません。しかし、彼の「正義の預言」は、

イスラエルの預言者の、前721年首都サマリヤ

の陥落によって現実のものとなるのです。

3)ホセアは何を語ったか
北王国で、アモスの少し後に現れたのがホセ

アです。人々の生活はさらに悪化、退廃が進

み、宗教状況はヤハウェ礼拝の名の下に、バア

ルが礼拝されて、結果、祭司も巻き込んで、性

的不道徳が行われていました。このように退廃

腐敗したイスラエルに対して、ホセアの預言は

どのようなものだったのでしょう。

アモスの預言は、真正面から神の正義を突き

つけるもので、民の罪に対する審判を警告する

ものでした。しかし、ホセアの思想は、アモス

のそれとは対照的であり、不信のイスラエルに

対する神の愛を説 くものだったのです。しか

し、それは、彼がアモスと別の預言をしたとい

うのではありません。神のみ心が、アモスには

正義として働き、ホセアには愛として働いたと

いうことです。

ホセアが「神の愛」を説 くようになったきっ

かけは、面白いことに、彼の体験した悲劇的な

夫婦問題でした。彼は、妻に裏切られる体験に

よって、神に背いているイスラエルの現実に気

がつきました。イスラエルが神に対してなすべ

きことは、もう一度神の愛を取り戻して、誠実

を誓うことではないのかと思い、彼は妻を赦し

たのです。ホセアは、神が、自分に背いて罪を

犯しているイスラエルの民をなお赦し、愛して

下さっていることを知ったからです。彼の経験

した個人的な不幸は、神の絶対的な真実の愛を

ホセア書  紀元前 8世紀
頃、アモスに少し遅れて北

王国に現れた預言者ホセア

は、自分の失敗に終わった

結婚生活の中から、あるい

はそれに重ねて、神の憐れ

みを預言しました。

ヨエル書  ヨエルは南王
国の預言者で、いなごの災

害に事寄せて、終末の主の

日について語っています。

オバデヤ書  1日約聖書中

最も短い書で、捕囚期に書

かれました。エドム人のお

びやかしと、究極的な神に

よる望みを語っています。
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イザヤ 6章

示すために用いられたのです。ホセアは、それ

故「愛の預言者」と言われるのです。

4)イザヤは何を語つたか
イザヤは、南王国ユダに現れた最初の預言者

です。前742年 に、20才 で召命を受け、彼はヨ

タム、アハズ、ヒゼキヤ王の 3代にわたって40

年も活動しました。彼はエルサレムに生まれ、

そこで生涯を送ったのですが、その預言の言葉

の内容、また、明快で力強い文体から、豊かな

知識と優れた思想を持つ、エルサレムきっての

高い学識のある貴族ではなかったかと言われて

います。

彼は、神殿で祈っているとき、不思議な幻の

中で神と出会い「聖なる、聖なる、聖なる万軍

の主。主の栄光は地をすべて覆 う」 (イ ザヤ6:

3)と いう神の声を巌かに聴 くのです。つまり、

イザヤが出会った神は「聖なる神」でした。ア

モスは「神の義」という本質を、ホセアは「神

の愛」という本質を示しましたが、イザヤは神

の「聖」という本質を示すのです。

この時期、アッシリアのピンセル 3世の侵攻

によって、南北の王国は大混乱に陥り、南王国

も滅亡の危機に直面していました。その時イザ

ヤは、こう語 りました。「落ちついて、静かに

していなさい。恐れることはない」 (イ ザヤ7:

4)「万軍の主をのみ、聖なる方とせよ。あなた

たちが畏れるべき方は主。御前におののくべき

方は主」と「聖なる神」 (イ ザヤ8:13)へ の絶

対の信頼を寄せ、それ以外のものを頼りとする

なと訴えたのです。それは、南王国がエジプト

に使者を送 り、その力を頼 りにしようとしたか

らでした。「災いだ、助けを求めてエジプトに

イザヤ書  預言者イザヤ
は紀元前 8世紀に活躍しま

したが、イザヤ書はイザヤ

ー人の筆によるのではな

く、40章以下は背景の時代

も違 うと認められていま

す。神の民に対する叱責と

慰め、ことに40章以下は主

のしもべによる解放と救い

の希望が告げられていま

す。

ミカ書  紀元前 8世紀ホ
セアからイザヤの時代に活

躍したミカによる不義に対

する神の叱責と審判、民に

対する約束と慰めの預言で

す。

ナホム書  神の民をしい
たげるエネベに対する審判

と、神に信頼する民へ復興

のよいおとずれが告げられ

ます。紀元前 7世紀半ばの

こととされています。
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ハバクク書  紀元前 7世
紀末から6世紀にかけての

時代に、神の民の罪に対し

て、神がカルデヤ人を起こ

して罰したもうが、やがて

そのカルデヤ人もその悪に

よって罰せられ、神の民に

最終的な救いが来ることが

約束されています。

下 り、馬を支えとする者は。彼らは戦車の数が

多 く、騎兵の数がおびただしいことを頼 りと

し、イスラエルの聖なる方を仰がず、主を尋ね

求めようとしない。」 (イ ザヤ31:1)と あ りま

す。

本当の平和は、馬や武器によって実現しない

ということです。さらに「お前たちは、立ち帰

って静かにしているならば救われる。安らかに

信頼 していることこそ、力がある。」 (イ ザヤ

30:15)と 言います。イザヤは「激動」のただ

中に、聖なる神への絶対的な信頼による「静」

を求めたのです。イザヤは、激しく移 り変わる

南ユダ王国の暗いトンネルの彼方に、一筋の光

を見ていました。この悲惨なイスラエルの現実

を越えて働 く、神の大きなみ心を見ようとして

いたのでした。

それは、彼の「残 り者シエアルヤシュブ」の

思想に表れています。「残 り者の預言」と呼ば

れるものが、6:13、 10:20-22、 11:11、 17:6に見

られます。残り者とは「聖」と結びついている

「聖徒」のことです。その残 り者の中に、神は

あわれみを知らされ、それは、将来新しい王が

与えられ、彼によって世界に本当の平和が実現

するというもので、「インマヌエル預言」 (イ ザ

ヤ7:14-16)や「メシヤ預言」 (イ ザヤ2:2-4、 9:

1-6、 11■ -9)と して記されています。そして、

「荒れ野よ、荒れ地よ、喜び踊れ。砂漠よ、喜

び、花を咲かせよ、野ばらの花を一面に咲かせ

よ」という歓喜の言葉で始 まるイザヤ書35章

は、イザヤ預言のクライマックスで もありま

す。神の支配の中で、世界と人類とが救い出さ

れ、永遠の平和の園が実現することを願う希望

の預言、感動的な預言がここに語られているの

ゼファニア書:  エレミヤ
の時代の前に活躍したと思

われるゼファニアの書で、

主の日が異邦人にとってだ

けでな く、ユダにとって

も、恐るべき災難の日であ

るけれども、少数の残りの

者に救いが約束されること

が告げられます。
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エレミヤ書  エレミヤは
紀元前 7世紀に、南王朝滅

亡の危機に際して、神への

信頼と服従を語りました。

深い個人的な信仰を表して

います。

工 し/ミ ヤ7:1-15

です。

5)エレミヤは何を語つたか
エレミヤは、前626年 ヨシヤ王の治世12年 目

に、イザヤと同じように20才の若さで神の召命

を受けました (エ レミヤ1:2)。 彼が活動したの

は、あらゆる面で混乱を極める南ユダ王国の末

期でした。その預言は、彼がこの時代に出会っ

た二つの事件がその軸 となっています。一つ

は、ヨシヤ王 (エ レミヤと同年令)の行った宗

教改革であり、もう一つは、バビロニアによる

南ユダ王国の滅亡と、あの捕囚です。

ヨシヤ王の宗教改革とは、すでに歴史のとこ

ろで述べましたが、ヤハウェを唯一の神とし、

偶像礼拝を禁止し、礼拝所をエルサレムに集

中、統一するというものでした。前621年、彼

が神殿の修理をしたとき発見された律法の書が

「申命記」です。そこで、このヨシヤの改革を

「申命記改革」とも言います。この申命記は、

旧約聖書の内容に非常に大きな影響を与えてい

ます。エレミヤは、この改革の 5年前に、預言

者 としての召命を受け、この改革に賛成し、協

力しました。しかし、ヨシヤ王が戦死したこと

により、この改革は挫折します。再び、迷信や

偶像礼拝が巻き返し、神殿の礼拝は形骸化し、

生命のないものに逆戻 りしました。

エレミヤは神殿の前に立って、偽りの礼拝を

非難しました。そして、神殿の破壊とエルサレ

ムの滅亡を預言します。しかし、エレミヤの真

意は人々に伝わらず、神殿冒漬者として、井戸

に投げ込まれるなど、激しい迫害を受けること

になります。人々が捕囚民としてバビロニアに

引き立てられるとき、彼は、同胞から非国民、

:1

ハガイ書  捕囚後の紀元
前 8世紀後半、ユダの復興

について預言したハガイの

ゼカリヤ書  ハガイの少
し後に現れ、神殿復興に力

を尽 くしたゼカリヤの預言

で、柔和なメシアの姿を示

しています。
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マラキ書  捕囚後の民
に、倫理的、宗教的な問題

について戒め、主の日の来

ることを告げています。

エ ンミヤ15:10-18

エレミヤ20:9

エレミヤ31:31-33

エ ンミヤ31:32-33

裏切 り者 として捕らえられたのです。彼は「涙

の預言者」「悲しみの預言者」と言われていま

すが、その生涯は、預言者の苦悩をよく表して

います。それは、真実を訴える者にとって避け

がたいことであったのかも知れません。「ああ、

わたしは災いだ。わが母よ、どうして私を産ん

だのか。〈中略〉なぜ、わたしの痛みはやむこ

とが無 く、わたしの傷は重くて、いえないので

すか」、他にもこうした彼の言葉があります。

彼は孤独、孤立をイヤ と言うほど味わいまし

た。

しかし、この精神的な苦悩によって、彼は神

の真実をより深く読み取 り、確信し、自分の骨

の中に神の言葉が炎のように燃え上がるのを見

ます。そして、神への純粋な信仰を貫き通した

エレミヤが、悲しみと涙で語る預言は、全 く新

しい、驚 くべきメッセージヘと高められていく

のです。それは「新しい契約」と呼ばれる思想

です。「見 よ、わたしがイスラエルの家、ユダ

の家と新 しい契約を結ぶ日が来る、と主は言わ

れる。(中略〉すなわちわたしの律法を、彼 ら

の胸の中に授け、彼らの心にそれを記す。わた

しは彼らの神となり、彼 らは私の民 となる。」

何という感動の言葉なのでしょうか。

エレミヤは、「滅亡」という王国の破局に立

って、イスラエル民族の歴史の終局を冷静に見

ていました。民が契約を破ったことによる神の

審きをです。モーセの律法は、かつてイスラエ

ル民族への石の板に打ちつけられましたが、こ

れからは一人ひとり、個人の心の中に記される

と神が言われるのです。

こうした思想は、今までのイスラエル民族の

中には無かった新しい思想です。そして、エレ
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エゼキエル 18:1-32

エゼキエル33-48章

コ
=12=ヤ
コ■ル37:1-14

ミヤの個人的な悲しみと涙の体験の中に示され

た神のみ心なのです。

信仰は私たちが内面に、心に、どのように神

の真実を受け止めるかということです。そし

て、エレミヤのこの「新しい契約」の預言は、

やがて匿名の第ニイザヤの預言を経て、主イエ

スによって実現されることになります。

6)エゼキエルは何を語つたか
エゼキエルは、南ユダ王国の滅亡前後に、エ

レミヤに続いて活動した預言者です。彼は、エ

ルサレムで祭司をしていましたが、前597年の

捕囚のときに、バビロニアヘ連れて行かれまし

た。その 5年後に召命を受け、以後20年ほど活

動しました。エゼキエルは、捕囚の地バビロン

における最初の預言者でした。彼は、イスラエ

ルの人々が王国の滅亡、神殿の破壊、さらに屈

辱的な捕囚の民として、ヤハウェヘの信仰を疑

い、絶望している中で活動したのです。彼の思

想の特徴は、神の前における人間の生き方を、

個人の責任としてとらえようとしていることで

す。「個」の思想は、エレミヤにも見られまし

たが、エゼキエルは、国家、民族の滅亡という

事実に直面した人々が、もはやこの結果は、先

祖のせいや責任だという考えでは問題は解決し

ないことを語ります。今こそ一人ひとりが、神

の前で罪を悔い改め、責任を取らなければ、本

当の意味での神 との人格関係は成 り立たないこ

とを語ります。国家、民族が消滅し、捕囚状況

下で「個人の自覚」が主張されるのは、当然の

帰結かもしれません。

そしてエゼキエルは、イスラエルの回復の希

望を語るのですが、中でも「枯れた骨の復活」

エゼキエル書  エレミヤ
の後、バビロニア捕囚時代

の預言者エゼキエルの民に

対する警告と慰めで、祖国

復興の希望を説いていま

す。
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エゼキエル37:7-10

の預言は実に印象的な言葉です。「わたしは命

じられたように預言した。わたしが預言してい

ると、音がした。見 よ、カタカタと音を立て

て、骨 と骨 とが近づいた。わたしが見ている

と、見よ、それらの骨の上に、筋と肉が生じ、

皮膚がその上をすっかり覆った。しかし、その

中に霊はなかった。主はわたしに言われた『霊

に預言せよ。人の子よ、預言して霊に言いなさ

い。主なる神はこう言われる。霊よ、四方から

吹き来たれ。霊よ、これらの殺されたものの上

に吹きつけよ。そうすれば彼らは生 き返る。』

わたしは命じられたように預言した。すると、

霊が彼らの中に入り、彼 らは生き返って自分の

足で立った。彼らは非常に大きな集団となっ

た。」

捕囚にあって希望を失い、骸骨のようになっ

てしまったイスラエルの人々に、神の霊によっ

て、再び生きた人にされるのだという復活の希

望を与え、励ます、エゼキエルの感動的な預言

です。この預言は、やがてペルシャ王キュロス

の出現によって実現するのですが、苦難、滅

亡、捕囚、回復という、イスラエル民族の歴史

の転換期に、希望の旗を掲げて立ち続けたエゼ

キエルは、人間が絶望のただ中でどう生きるべ

きかを教えてくれます。

7)第ニイザヤ「神の僕、慰めの預言者」
第ニイザヤとは仮の名です。イザヤ書 1-39
章はイザヤが書いたものですが、40章以下は著

者が不明なので、40-55章 の著者を第ニイザ

ヤ、55-66章の著者を第ニイザヤと呼んでいま

す。第ニイザヤは、バビロン捕囚末期に現れ、

前538年にイスラエルの民がエルサレムに帰還

1-39 イザヤ
イ

ザ

ヤ

書

第ニイザヤ

第ニイザヤ
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イザヤ40:1-2

イザヤ40:25-26、

49:1-6fiL

イザヤ45:1-5

するところまで、バビロンで活動した預言者で

す (従ってイザヤとは 2世紀の隔たりがあるこ

とになります)。

彼は、エゼキエルに続いて、捕囚で苦 しむ

人々のために「慰めよ、私の民を慰めよ」との

神の召しを受け、慰めと励ましの預言をしまし

た。彼の召命は、40:1-11に記されています。

後代のイスラエルの人々は、このような第ニイ

ザヤを「慰めの預言者」と呼びました。また、

彼は創造者である唯一の神の偉大さを語り、神

こそ全世界を支配し導くお方であることを強調

しています。つまり、第ニイザヤは、イスラエ

ルの苦難の現実を、もっと大きな視点、即ち神

の創造と救いの働きという視点から見ようとし

たのです。そして、暗闇の向こうから差し込む

光を見て、ペルシャ王キュロスがバビロニアを

滅ぼしてイスラエルを解放すると預言したので

す。

さて、第ニイザヤは、エゼキエルに続いて、

イスラエルの苦難の意義を説きました。それ

は、有名な「苦難の僕の歌」と呼ばれる預言に

見られます。それらは 4箇所に書かれており、

最高の宗教文学 と評価されています。それは

42:1-4、 49:1-6、 50:4-9、 52:13-53:12の 4箇 所
です。その一部を引用しましょう。

「彼は軽蔑され、人々に見捨てられ/多 くの

痛みを負い、病を知っている。彼はわたしたち

に顔を隠し/わたしたちは彼を軽蔑し、無視し
ていた。彼が担ったのはわたしたちの病/彼が

負ったのはわたしたちの痛みであったのに′/わ

たしたちは思っていた/神の手にかかり、打た
れたから/彼は苦しんでいるのだ、と。彼が刺
し貫かれたのは/わたしたちの背きのためであ

1-4
1-6
4-9
13-53:12

苦難の僕の歌
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イザヤ53:3-5

り/彼が打ち砕かれたのは/わたしたちの咎の
ためであった。彼の受けた懲らしめによって/
わたしたちに平和が与えられ/彼の受けた傷に
よって、わたしたちはいやされた。」

誰からも見捨てられ、肉体的、精神的に大き

な苦難の中にいる一人の僕の歌です。「他者の

苦しみ」を自分が代わ りに背負って苦しんでい

るのだというのです。つまり、イスラエル民族

が経験 している苦難は、無意味なものではな

く、他者に仕える「神の僕」として苦難が与え

られているのだと語るのです。苦しみは神の与

えた審判、あるいは罰 という考えしかなかった

イスラエル人は、ここに、自己犠牲による愛と

いう全 く新 しい思想を持つようになったので

す。

この苦難の僕の預言は、後に現れるキリスト

をそのまま預言しているように理解され、主イ

エス・ キリストの生き方と十字架の出来事と結

びつけられることになったのです。この第ニイ

ザヤの「苦難の僕の預言」は、「彼」のところ

を「キリス ト」に置き換えて読めば、主イエス

の姿が鮮やかに浮かび上がってくることに驚か

ざるを得ません。第ニイザヤの預言は、神の救

いがイスラエル民族のためという狭い考え方か

ら、全世界の国の人々にも及ぶという普遍的な

思想へと広がっていることに注目したいと思い

ます。

このように、預言者たちの言葉と思想を見て

くるとき、そこに紛れもない神の救いのドラマ

があることが分かります。取り上げた個々の預

言者の思想には、それぞれ特色があります。し

かし、それ らは、決 してバラバラなのではな
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4.信仰による文学

この分類に属するのはヨブ

記、詩編、筏言、コヘント

の言葉、雅歌の 5つ であ
る。

く、流れがあります。それこそが、神の救いの

ドラマなのです。神の正義を強調したアモス、

神の愛を身をもって説いたホセア、神の聖を示

したイザヤ、エレミヤの悲しみの中で語った新

しい契約、そしてエゼキエルの説いた「希望」、

第ニイザヤの説いたイスラエルの苦難の意味、

それらは、神の救いのドラマが、イスラエルの

歴史の中で語られていった事実そのものなので

す。

私たちはこれまで、 1日約聖書の律法の書、歴

史書、預言書を学んできましたが、最後にもう

一つの文書のかたまりである、信仰による文学

を取 り上げたいと思います。それは、哀歌、詩

編、雅歌、ヨブ記、蔵言、コヘレ トの言葉で

す。私たちはこれまで、イスラエルの歴史のバ

ビロン捕囚までを見てきました。区分で言うと

④までです。そして、その歴史を学ぶ過程で、

律法 (モ ーセ 5書 )、 歴史書、預言書の各書に

触れてきました。ここでは、残 りの歴史の⑤⑥

つまり捕囚からの帰還と神殿再建、そして、中

間時代 と呼ばれる時代の歴史を文学といわれる

各書に見てみようと思います。その中には、歴

史書や預言書に分類したルツ記、ヨナ書、エズ

ラ記、ネヘミヤ記、哀歌、ダニエル書もありま

すが、ユダヤ教ではコヘントの言葉、ルツ記、

ヨナ書、エズラ記、ネヘミヤ記が文学と一緒に

諸書という区分に入れられています。またダニ

エル書も区分では預言書に入れましたが、黙示

文学だと言ってもよいものです。その前に「中

間時代」と呼ばれる時代について述べると、こ

れは旧約聖書の啓示の終結と新約時代の啓示の

中間に「沈黙の時代」があったという考えから

3.詩 歌  ヘブル語聖
書で「諸書」の中に入れら

れている詩や格言集など

で、イスラエルの信仰の具

体的な生活への反映でもあ

ります。
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哀 歌  滅ぼされたエル
サレムの廃墟での悲しみの

歌。

の通称です。 (ま た、『アポクリファ/旧約聖書
続編』の多 くは、この時代に書かれました。)

1)哀歌・雅歌・コヘレトの言葉
哀歌は、バビロニアによって廃墟 となったエ

ルサレムを目の当たりにした詩人が、文字通り

その悲しみを歌ったものです。わずか 5章の短

い書ですが、ヘブル語のアルファベ ットによ

る、いわばいろは歌のようにその悲しみが歌わ

れています。

雅歌は、若者同士の愛を歌うもので、なんと

神という言葉が一度も出てきません。恐らく、

ヘレニズム時代の前250年頃のものと思われま

す。

コヘレトの言葉は、捕囚後の恐 らく前300年

頃、知者によってまとめられた「格言集」と言

えます。コヘントの言葉は、同じくヘレニズム

の時代に書かれたものと思われます。文語訳や

国語訳 (1954)聖書では「伝道の書」と呼ば

れ、親しまれてきましたが、このコヘレトと

は、まさに会衆を召集する者、あるいは説教

者、伝道者という意味のヘブル語です。

「全ては空しい」と語 る彼の言葉は、私たち

日本人に共感を呼ぶものではないでしょうか。

しかし、その空しさは、我々日本人の世界観、

死生観とは違うと思います。彼は「空」を是認

されるべきものではなく、否定されるべきもの

として語っているのです。これが書かれた時代

は、ユダヤ教は形骸化し、信仰は生命を失いか

けていました。矛盾に満ちた人間の現実、退

廃、無気力さを乗り越えるすべを、彼は独特な

言い方で語っているのです。それは何事にも時

があり、神は永遠を思う心を人に与えられると

雅  歌   もともとはコヘ
レトの言葉と対照的な恋愛

の歌。しかし単に恋愛を謳

歌するものとしてではな

く、神と人との交わりを歌

ったものとして受け取られ

ています。

コヘレトの言葉  蔵言な
どと共に、智恵文学とよば

れる部類に属します。実生

活に対する無常観や懐疑が

吐露されて、伝統的な信仰

を問いなおそうとしていま

すが、基本には神への信頼

があります。「コヘレト」

は集会の招集者あるいは集

会の中で語る者を意味し、

以前は「伝道の書」と呼ば

れていました。
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ルツ記  士師時代を舞台
とする女性ルツの短い信仰

的物語。

いう言葉が物語っています。人生の矛盾の中で

こそ、神を信頼し生きていく信仰を、彼は私た

ちに語りかけているのです。

2)ルツ記 0ヨナ書
ルツ記・ ヨナ書はどちらも4章しかない短編

の物語です。エズラ・ネヘミヤの改革後の時代

に書かれたものです。しかし、1日約聖書の中で

重要な文書 と言えます。これらは前400年頃、

エズラ・ネヘミヤの生きていた頃の作品です。

この頃のユダヤ教は排他的なものでしたが、

それに鋭く抵抗する物語、愛の物語です。

3)ダニエル書
また、ダニエル書は、黙示文学、抵抗の文学

と言われ、時代的に言えば、ヘレニズム期に、

ギリシア化政策によリユダヤ教を迫害したアン

テオコス 4世のもとで苦しむ人々に、希望を与

えるために書かれたものです。

4)詩編とヨブ記
さて、まだ詩編とヨブ記が残っています。ど

ちらもその作者、年代を確定することは、困難

なことです。

ルターが「聖書全体の縮図」と呼んだ詩篇に

は、神、自然、世界、歴史、社会、人間、罪、

苦 しみ、祈 り、感謝、懺悔、喜び、嘆 き、不

安、死などの人間の問題が含まれています。詩

編はヘブル語聖書の名称では「テヒリーム」

で、その意味 は「賛 歌」です。英語 で は、

Psalms(サ ームス)と 言いますが、これはギ

リシア語の「プサルモス」弦楽器を奏でるこ

と、またそれに合わせて歌うこと、という語に

ヨナ書  預言者ヨナが、
異邦人の町ニネベに悔い改

めを説くように遣わされた

教訓的な物語で、福音書に

もキリストの型を示すもの

として引かれています。

ダニエル書  物語と幻の
部分からなり、「人の子」

のような者がとこしえに支

配するためにやってくる希

望を語っています。幻を通

して神のみわざを語る、い

わゆる「黙示文学」の代表

的な書です。
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詩 編  神殿における讚
美歌、個人的な嘆 きや願

い、感謝の歌など、イスラ

エルの民の信仰の詩集で

す。「律法」がモーセに帰

せられているように、詩の

多くがダビデのものとされ

ています。

由来しています。

詩編は、既に述べたように、長い時代にわた

って、異なった詩人により、さまざまな背景の

もとに書かれたものですから、それらに統一あ

る神学体系を求めるというのは、困難な仕事で

す。さらに、これら150編の詩を神の名 (呼び

方)を手がかりに分類してみると、 1編～41編
がヤハウェであり、42編～89編 はエロヒームが

用いられ、90編～150編がヤハウェとなってい

ます。

また、グンケルという学者は、以下のように

分類 しています。 1賛美の歌、 2民族 (共 同
体)の嘆きの歌、 3王の歌、 4個人の嘆きの
歌、 5個人の感謝の歌。

他にも、信仰的な視点から分類してみると、

1祈 り、 2賛美、 3悔い改め、 4と りなし、 5

信仰の告白、 6教訓 (知恵、神への奉仕)、 7

神への訴え (義人の苦しみ、)等にも分類する
ことができるのではないかと思います。

しか し、既に述べたように、詩編 は、王た

ち、祭司たち、預言者たち、知恵者たち、或い

は、無名の詩人たちによって、それぞれの背景

を持つものが、混在しており、詩編の一つ一つ

を、一つの類型に分類することは、なかなか困

難です。それは、詩編が生命的内容を持ってい

るからで、例えば、一つの詩の中に嘆きと賛美

とが織 り込まれて歌われているものもあるから

です。一つの詩が、二つ以上の類型に該当する

こともあるし、読む者が詩の内容のどこに視点

を置 くかによっても、一つの詩が違った類型に

あてはまることも起こり得るのです。ある人

が、これは嘆きの歌だと言っても、他の人は、

これは賛美の歌だと考える可能性 もあるわけで
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蔵 言  ペルシャ時代の
後、ギリシャの勢力が盛ん

になる頃から、その影響の

もとで編集された格言集で

す。「生活の智恵」的なも

のが集められていますが、

その根本に神への信仰があ

ります。

す。いずれにしても詩編は、神の語りかけに対

する人間の応答です。詩編において詩人たち

は、自分の深い体験と、喜びや悲しみ、希望と

恐れ、喜ばしい期待と辛い失望、神への深い信

頼と感謝を表現しています。詩人は、自分の心

の深みを表現し、その魂を神へと向けるので

す。聖書の他の書は、神が人に語られますが、

詩編においては、人が神に語りかけるのです。

しかし、それは神への応答であり、詩人の言葉

を通して、私たちがそこに聴 くものは、神ご自

身であり、神の言葉なのです。

ルターが詩編を愛読したことは知られていま

す。宗教改革の激しい戦いの中で、慰めと力を

得ていたのです。ルターは、1512年 10月 にヴィ

ッテンベルクで学位を得、教授となった初めて

の講義は、13年 8月 の「詩編」でした。それは

15年冬まで続きました。その中で、14年秋の71

編の講義ノートが、実に自ら努力して獲得する

「神の義」の理解から、キリストのゆえに恵み

として神から与えられる「神の義」の理解へと

決定的に転じる記録となっています。

最後に触れるのはヨブ記です。ヨブ記は成立

時期、著者等謎の書です。そこには、「神は苦

しむ者をその苦しみによって救う」という末尾

の言葉が示すように、人間の苦難と信仰の問題

が、ヨブという主人公 と3人の友人との対話、

論争を通して描かれています。多くの人が、世

界最高の文学と呼んでいることからも分かるよ

うに、またユングが、ヨブ記を巡って本を書い

ているように、これは私たちにとってかけがえ

の無い書物です。

旧約聖書は、その成立過程が、そのままイス

ヨブ記  苦難の中にあっ
て、なぜ自分をこのような

目に合わせられるのかと、

神に問うヨプが、神と人と

の人格的交わりにおいて結

論 を見いだす信仰的な劇

詩。

5。 まとめ
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ラエル民族の歴史と深く関わっていることを確

認しました。預言者の思想の流れも確認しまし

た。また、その中で、信仰に生きた人々が、そ

の人生の中で感じ取った神への思いを表現した

文学も見てきて、私たちは旧約聖書が、神の救

いのドラマであることに深 く心を捉えられたの

ではないでしょうか。最古の文書が書かれて今

日まで 3千年の歴史を持つ旧約聖書は、今日も

私たちに、いや世界に語 り続けています。

それは、イエス。キリストに至る、神の救い

の歴史であり、神の救いのドラマなのです。
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Ⅲ.救いの歴史のドラマ (新約)
〈メシヤの到来とそれから〉

1.1日約聖書からイエスヘ

1)メシヤ待望
これまで見てきたように、ダニエル書で旧約

聖書は閉じられました。そして、この時代エル

サレムはローマによって陥落し、支配されまし

た。前166年にマカベヤが出現し、一応イスラ

エルの独立が達成されたものの、前100年頃ヤ

ンナイオスと内乱が起こり、ついに前63年にロ

ーマが調停を回実にエルサレムを占領し、イス

ラエルはローマの支配のもとに置かれたので

す。イエスの時代は、まさにこうした状況が続

きました。当時、政治的な支配を握ったのは、

あのヘロデでした。ヘロデはローマに取 り入

り、権勢を誇 り、人々に対して圧政で臨みまし

た。そうした中で、終末の待望は人々の信仰の

中心となっていきました。彼らは、最後の審判

とメシヤ・救い主の到来をひたすら待ち望んで

いました。

この時代に至るユダヤ教の中では「この時

代」と「来るべき時代」という2つの時代観念

が生まれ、それに伴ってメシヤは「来るべき時

代の救済者なる王」を意味するようになりまし

た。つまり、強力な王としての政治的メシヤが

期待されており、そのメシヤはダビデの子孫か

ら生まれ、エルサレムを破壊した諸国の勢力を

排除し、イスラエルに栄光をもたらすために来

るとされていました。少し専門的になります

が、当時のこのメシヤ観は、 1日約の偽典の一つ

「ソロモンの詩編」の中の17:23以下のメシヤ像

と一致しています。この文書は当時のメシヤ観
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に大きな影響を及ぼしていたものです。主イエ

マルコ8:27、 平行他 スにそれを期待している人々の様子は、福音書
の中にも多 く出ています。

2)メシヤの出現 。キリスト誕生
福音書によると、イエスはヘロデ王の時、ベ

ツレヘムの家畜小屋で生まれたと記されていま

す。しかし、歴史的にはヘロデは前 4年に死ん
でおり、今日では多くの学者がイエスの誕生を

前 6年か 7年ではないか と考えているようで
す。イエスの誕生日をクリスマスと呼ぶことは

周知の通りですが、キリス ト教会がクリスマス

を祝うようになったのは 4世紀頃からです。福
音書の中で最も古いマルコには、イエスの誕生

の記事がまったく記されていなくて、紀元80年

代に成立した といわれるマタイやルカが主イエ

スの誕生物語を記しているのは、初代教会の初

めは、特に主イエスの十字架 と復活の出来事を

強く受け止めていたからでしょう。なぜなら、

この十字架 と復活こそがキリスト教信仰の発端

となり、その使信が教会の礼拝の中心 となって

いたからです。しかし、時が下るに従って、十

字架と復活信仰の影に置かれていた主イエスの

誕生の重みが教会内で増 していったためです。

主イエスの誕生に関してマタイやルカ福音書

を通して私たちが知ることは、主イエスがダビ

デの子孫であるということと、その誕生の背後

に決定的に働いているのは、神の意思、力だと

いうことです。それは、母マリアが主イエスを

聖霊によって身ごもったという記述が示してい

ます。マリアは、この事実を神への全き従順に

よって、肯定 し受け入れました。主イエスが聖

霊によって生まれたということは、主イエスの
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勇気と希望を与えました。その頂点が十字架と

復活です。イエス・ キリス トの出来事に触れ

て、新しい信仰に目覚めた弟子たちは、イエス

こそ旧約で約束されたメシヤ・救い主 =キ リス

トであることを信じて主と仰ぎ、その信仰を伝

えました。新約聖書は、そのイエスの宣教と、

弟子たちの信仰と宣教の記録です。私たちが留

意しておかなければならないのは、聖書は、ナ

ザレのイエスという一人の過去の人物の記録で

はなく、復活し今も生きて彼らに臨む主、福音

の記録、救いの出来事の証言なのであって、ま

さに信仰の書であるということです。

4)新約聖書
その新約聖書は27の文書で成り立ち、それら

の文書はいずれも紀元50年代 (イ エスの十字架

と復活の20年後)か ら約100年の間に書かれた
ものです。新約聖書は、福音書、使徒言行録、

手紙、黙示録の 4つのグループに分けることが

できます。

①福音書

共観福音書  マタイによる福音書
マルコによる福音書

ルカによる福音書

第四福音書  ヨハネによる福音
②使徒言行録

(初代教会の歴史、ルカによる福音書の続

編)

③手紙 パウロの手紙 (パウロが著者だとされ
ているものを含む)

4大書簡  ローマの信徒への手紙
コリントの信徒への手紙一

コリントの信徒への手紙二
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書
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数
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鉄道唱歌で覚えよう

新約聖書27巻

ガラテヤの信徒への手紙

獄中書簡  エフェソの信徒への手紙
フィリピの信徒への手紙

コロサイの信徒への手紙

フィレモンヘの手紙

その他の  テサロニケの信徒への手紙一
手紙    テサロニケの信徒への手紙二
牧会書簡  テモテヘの手紙一

テモテヘの手紙二

テトスヘの手紙

著者不明の書簡ヘブライ人への手紙

公同書簡   ヤコブの手紙
ペ トロの手紙一

ペ トロの手紙二

ヨハネの手紙一

ヨハネの手紙二

ヨハネの手紙三

ユダの手紙

④黙示録    ヨハネの黙示録

5)福音書
福音書は、キリストであるイエスの出来事を

直接伝える書で、私たちが最も大切にし、親し

んでいるものです。福音というギリシア語ユア

ングリオンは、ユウ (良い)と アングリア (知

らせ)と いう語でできています。元来は「戦場

からの勝利の知らせ」を指していました。

では何をもって、聖書は良い知らせというの

でしょうか。聖書の中でこの語が用いられると

き、それは主イエスが宣べ伝えた神の国の到来

を意味しています。そして、福音書に記されて

いるイエスの宣教のすべてを一言で言うと「神

の国の到来を告げる」という一つの文に要約さ

マル コ15:1
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ヨハネ20:31

れるのです。この神の国という語は、 1日約のヘ

ブル語でも、イエスの時代の人々が使っていた

アラム語でも、また新約聖書のギリシア語でも

「神の支配」という意味です。国家 という意味

ではな く、神の力の及ぶところという意味で

す。それは、「神の救いの働き・愛」と捉える

ことができます。福音書にはそれぞれ書き方に

特徴がありますが、その目的は一つです。

「これらのことが書かれたのはあなたがたが

イエスは神の子メシヤだと信じるためであり、

また信じてイエスの名により命を受けるためで

ある。」この言葉がそれを言い尽 くしています。

福音書に記された主イエスの人格 と言葉は、

十字架 と復活の出来事を経て、今 も教会の宣教

を通して、人間に、世界に働きかけているので

す。

6)共観福音書と第四福音書とその資料
福音書は 4つありますが、最初の 3つ (マ タ

イ、マル コ、ルカ)は、その記事の内容、構
成、用語文体からも、共通の観点から書かれて

いるとして、共観福音書と呼ばれています。ま

たヨハネによる福音書は、ヘレニズム社会が対

象とされていて、独 自の書き方になっていま

す。共観福音書とは記述の仕方や神学的立場の

違い、また共観福音書にはない資料を用いてい

ることから「第四福音書」と呼ばれています。

5世紀の神学者アウグスチヌスは、最初に書
かれたのはマタイで、その短縮されたものがマ

ルコだと言い、長くそう信じられてきました。

しかし、18世紀に研究が飛躍的に進み、マルコ

による福音書が一番早 く書かれたことが判 りま

した。
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く新約聖書 (27巻 )〉

1.福音書  イエス 。キ
リストの出来事を伝える書

として、四つの福音書があ

ります。それぞれ著者と伝

えられる人の名を冠して呼

ばれています。マタイは使

徒のひとり、マルコはエル

サレムの若い弟子で、パウ

ロやペ トロの協力者でし

た。ルカはパウロの同労者

であった医師であり、ヨハ

ネは主に愛された弟子とさ

れます。しかし現在の福音

書は、それぞれ幾つかの資

料をもととして書かれてお

り、その書かれた年代も、

聖書に並べられた順序と一

致はしません。それぞれに

特徴があり、用語も違うと

ころがありますが、同じ主

を指し示しています。イエ

スの歴史的な伝記というの

ではなくて、信仰の目で見

た主のおとずれの出来事を

喜ばしい音信=福音として

伝えています。

2.救いの到来

そして、マタイとルカが、マルコをその資料

として用いたことも判 りました。また、マタイ

とルカには、マルコが知らない別の資料が共通

してあったのではないかと考えられています。

しかし、その資料は現在のところ確認されてい

ないので、ドイツ語 の「資料」を意味す る

Queneの頭文字から、仮称 Q資料 と呼ばれて
います。更に、マタイもルカも、自分だけの独

自資料も用いているようです。Qは紀元50年頃

のもので、イエスの教えが中心で、終末的な色

彩が強いと言えます。マタイ独自の資料は65年

頃のもので、物語とイエスの教えが中心です。

ルカのものも同様ですが、60年頃の資料だと言

われています。

ヨハネ福音書は、他の福音書とは著しく異な

っています。例えば、主イエスの宣教活動はガ

リラヤが中心ですが、ヨハネではユダヤ地方が

その中心です。ヨハネの資料で特徴的なのは、

イエスの行った奇跡物語を集めた「しるしの資

料」です。あの「 7つのしるし」がそうです。

いずれにしても、福音書はそれらの資料を基に

書かれているのです。

さて、ここでは福音書だけを見ておきます。

そして、そこに証されたイエスの宣教そのもの

に話を戻して、手紙、黙示録は後で学ぶことに

しましょう。

1)神の国の担い手
先に、福音書に記されているイエスの宣教の

すべてを一言で言うと「神の国の到来を告げ

る」という一つの文に要約されると述べました

が、福音書には、イエスが罪人と交わり食事を

共にしたという記事がたびたび出てきます。罪

[54]



マル コ2:16

マルコ1:14、マタイ4:12-17

ルカ4:14-15

人というのは律法の違反者のみならず、当時の

律法学者やファリサイ人から「アム・ハ・アレ

ツ」地の民と呼ばれていた人々、律法に無関心

な者、神殿での祭儀や会堂での礼拝を守らない

者、また軽蔑されていた職業に就いている者、

病気の者 (特に不治の病にある者 )、 また、徴

税人や娼婦、羊飼いなどの人々でした。彼 ら

は、いずれも救いから外れた者とみなされてい

たのです。

しかし、主イエスは彼らと共におられ、交わ

り、食事もしました。食事をするというのは、

主人がパンを裂 く前に唱える神への感謝に与か

る宗教的行為でした。「どうして彼は徴税人や

罪人 と一緒に食事をするのか」と非難される理

由がここにあったのです。疎外され搾取され差

別されている人々がイエスによって招かれ、神

の国の担い手になったのです。彼 らは悔い改

め、イエスに従い、神を信じることによって福

音の担い手となったのです。

ここで重要なのは、彼らが神の国の担い手に

なったのは、悔い改めて、イエスから罪の赦し

を受けているということなのです。「時は満ち、

神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさ

い。」まさに、このように主イエスにとって神

の国は、人間に罪の赦しを与え、真の救いを与

えるものだったのです。主イエスは、そのため

に神より人間に遣わされ、言葉と力ある業をも

って神の国の到来を示し、最後にそれを実現す

るという使命を持っていたのです。それは「人

の子は仕えられるためではなく仕えるために、

また、多 くの人の身代金として自分の命を捧げ

るために来たのである。」という言葉に示され

ているように、人間の罪を負って自らの命を十

マルコ10:45
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字架に捧げるためであったのです。

2)イエスの死の意味・キリストの死
イエスが十字架で処刑されて死んだというこ

とは歴史的事実です。イエスが極刑を前提にし

てピラトによって裁かれたことは、歴史の古い

文書が実証しています。しかし、その歴史的な

事実だけをとらえてイエスの十字架の死の意味

を理解することはできません。それでは聖書が

語ろうとするイエスの死の意味は理解できませ

ん。確かに、イエスの死は、権力という大きな

力の狭間で翻弄された革命家の死のようにも、

理想主義者の死のようにも、詩人の死のように

も、ジャーナリストの死のようにも見えます。

しかし、イエスの死はキリストの死、神の子

の死なのです。当時のメシヤ待望については既

に述べました。イエスの死は、イエスに期待し

ていたイスラエルの人々を政治的に絶望させま

した。なぜなら、彼らにとって、メシヤは死ん

ではならないからです。死んだらメシヤではな

いのです。ですから、イエスの死を見て、彼ら

は十字架の傍らを通り過ぎ、依然としてメシヤ

を捜し求めなければならなかったのです。つま

り、イエスの死への理解の相違が、ユダヤ教と

キリス ト教の違いを作 り出したと言えるので

す。彼らは、イエスの死に新約聖書が示してい

るような意味を見出すことは無かったのです。

弟子たちの理解も、この時点では不十分でし

た。ただイエスご自身だけがその死の意味を、

ご自分の死の意味を知っておられたのです。な

ぜなら、主ご自身が神の子、キリストだったか

らです。キリストは死を前提としたメシヤなの

です。
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Iコ リ15:56-57

3)十字架と復活・救いのドラマのクライマツ
クス

ですから、新約聖書はイエスの十字架を単な

る悲劇 とは捉えません。そうではなく、一見悲

劇のように見えるその十字架の死の出来事に神

の救いそのものがあったと聖書は信 じるので

す。聖書は、十字架で全てが終わったのではな

いことを力強く証言するのです。そして聖書

は、その十字架の死の意味を、復活の光によっ

て照らし出すのです。イエスの復活については

異議を唱える者が後を絶つことはありません。

しかし、聖書はあふれるばかりの自信をもっ

て、イエス・キリス トの復活を証言 していま

す。復活は、十字架の死が神の愛の勝利である

ことを宣言するのです。イエス・ キリストが死

に勝利 したことによって神と共に生きる命、永

遠の命を私たちのものとしてくださるのです。

これが、イエス・ キリストの出来事の中心なの

です。十字架と復活によって、罪と死の力が砕

かれ、人間はイエス・キリストを信じることに

よって、神の国を受け継ぐのです。だからパウ

ロは言うのです。「死のとげは罪であり、罪の

力は律法です。私たちの主イエス 。キリストに

よって私たちに勝利を賜る神に感謝しよう。」

ここに、神の救いのドラマはクライマックス

を迎えるのです。

4)福音書と使徒言行録
復活と弟子たち・第二の召命

イエスの死を目の当たりにした弟子たちは、

失意と虚無の中に投げ込まれました。彼らは間

違いなく挫折したのです。ヨハネ福音書は、彼

らがばらばらにガリラヤに帰っていったことを
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2.使徒言行録  主の復
活の後、初代教会がどのよ

うに形成され、発展して行

ったかを、ルカがペ トロと

パウロの働きを軸として述

べています。

記します。まるで流れ解散のようです。イエス

の死は間違いなく、弟子たちとイエスの間だけ

でなく、弟子たち同士の絆も断ち切ってしまっ

たのです。

しかし、使徒言行録によれば、彼らは今エル

サレムにいるのです。ひとたびは四散した弟子

たちが、再びエルサレムに今集まっているとし

たら、彼らをそこに集めたものは何であったの

でしょうか。別の言葉で言えば「召命」という

ことです。彼らは3年前にイエスと出会いまし

た。ペ トロの召命を思い起こすまでもなく、彼

らは皆、職業も、家族も、全てを捨ててイエス

に従ったのです。これが彼らにとって「第一の

召命」であったとしたら、今問題にしているの

は「第二の」というべき「召命」のことです。

何が彼らを再びそこに集めたのでしょうか。

彼らは、イエスの墓が空であったことも、主の

復活を告げる御使いの告知も聞きました。しか

し、イエスの復活をすぐに信じることはできま

せんでした。

主は、たびたびご自身を彼 らに現されまし

た。つまり、弟子たちが主の復活を信じるまで

には、長い時間が必要だったのです。ルカは、

主が40日 の間彼らにご自身を現されたと記しま

す。そして、この顕現が再び彼らを一つの共同

体に結び、彼らは再出発させられることになる

のです。つまり、彼らはここに「第二の召命」

を受けたと言えるのです。

では、この「第一の召命」と「第二の召命」

の間には、どのような内的発展があったのでし

ょうか。

全てを捨ててイエスの召しに即座に従った

「第一の召命」は、イエスという人格に彼らが
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3.教会の誕生と展開

ルカ24:50-53、 使徒1:6-11

全てを奉げたと言うことができます。そこに

は、彼ら自身の応答、決意があったのです。し

かし、その人間的意気込み、決意は、十字架の

前で粉々にさせられてしまうのです。その後、

彼らを支配したのは、挫折、虚無でした。しか

し、その深い挫折、虚無の中か ら「第二の召

命」が起こったのです。それは何によって起こ

ったのか、何を契機にして起こったのか。

「復活」です。復活、それは全 く人間的な意

気込みや、決意を超えたところからもたらされ

る、ただ復活の主に根拠を置 く召命であること

がわかるのです。 3度イエスを知らないと言っ

たペ トロをはじめ、十字架の前で、自分の弱さ

を嫌 というほど思い知 らされた弟子たちは、

今、復活の主の赦しのまなざし、愛のまなざし

の中に、自分の罪、自分の存在の全てが復活の

主イエスによって担われていることを、彼らは

今、真実に知るのです。

使徒言行録は、福音書を書いたルカの手によ

るものです。使徒言行録がルカ福音書の第二巻

だとするなら、それは福音書が第一の召命のド

ラマ、そして使徒言行録は第二の召命のドラマ

なのです。

1)昇天 新しい出発
ルカ福音書と使徒言行録を結んでいるのは、

主イエスの昇天の記事です。では、昇天とは何

か、それは新しい「時」の始まりです。

復活のキリストは、弟子たちに新しい視野を

与えたのです。主イエスが天に昇って行かれる

のを見送りながら、弟子たちは新しい時の始ま

りを実感するのです。それは「中間時」と呼ば

れるものです。中間時とは、キリストの昇天と
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3.パウロの手紙  使徒
言行録にも記されるよう

に、パウロは教会の迫害者

からキリストの使徒へと変

えられ、教会の働きに重要

な役割を果たしました。そ

の働 きの中で記した手紙

は、主イエスによる救いを

証しし、新約聖書の中で最

も古い文書に属していま

す。

再臨の間の「時」ということです (旧約の歴史

のところで学んだ「中間時代」とは別の事 )。

それは、神の救いのドラマの新しい段階の始ま

り、「聖霊の時」「教会の時」です。では「聖霊

の時」「教会の時」とは何なのでしょうか。そ

れは、私たちが信仰によって歴史を生きていく

ということです。キリス トの昇天を見送 りなが

ら「天を見つめていた」弟子たちは、この時か

ら、逆に視線をこの世界に向け、この地上をい

かに生きるかを、これから受け止めて行かなけ

ればならなかったのです。

2)聖霊の降臨と教会の出発
復活のキリストによって「第二の召命」を受

けた弟子たちは、もはや絶望の中にいたのでは

ありません。しかし、このとき弟子たちは、次

の一歩をどう踏み出したらよいのか、分かって

いたわけではありませんでした。そこで彼 ら

は、ひとつ所に集まり祈っていました。そのと

き、思いを絶する出来事が起こったことを使徒

言行録 2章は記します。聖霊降臨の出来事で

す。ここに起ったことを説明することも、今、

再構成することも不可能です。ただ、イエスご

自身のこの言葉を聴 くことはできるのです。

「あなた方の上に聖霊が降ると、あなた方はカ

を受ける。そして、エルサレムばかりでなく、

ユダヤとサマリヤの全土で、また、地の果てに

至るまでわたしの証人となる (使徒1:8)」。

この言葉の通り、ペ トロは立ち上がって、キ

リストの十字架と復活の出来事をエルサレムの

人々に力強 く語り出すのです。

ここで注目したいのは、聖霊降臨の出来事が

「言葉」と深 く結びついていることです。聖霊

ローマの信徒への手紙

パウロが紀元56年ごろコリ

ント滞在中に、ローマの信

徒にあてて書いた手紙で、

彼はローマを訪間すること

を希望して、あらかじめ自

分の信仰内容を順序だてて

述べています。そのため、

信仰と信仰による生活の基

本的な問題が明らかにされ

ています。

コリン トの信徒への手紙

一、ニ  ギリシャ南部の
国際商港都市コリントに、

パウロは 1年半ほど留まっ

て伝道しましたが、その後

教会の中で信仰上、また道

徳上のさまざまな問題が生

じました。そのような問題

の解決のために記したパウ

ロの手紙。
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ガラテヤの信徒への手紙

ガラテヤは、パウロが最初

の伝道旅行で教会を建設し

た地方です。パウロが去っ

た後、ユダヤ主義的な教え

が入って来て、信仰があい

まいにされました。それに

対してパウロが戦闘的な福

音の主張と、教会に対する

愛を込めて書いた手紙。

降臨を経た途端、弟子たちが、何か不思議な超

人的な能力を得たのではありません。彼らは、

神の言葉を獲得したのです。ここで言う「言

葉」とは、単なる言語のことではありません。

神の言葉を語る力、神の救いを証する力を与え

られたのです。いや、神の言葉そのものを与え

られたのです。そして、彼らは、新しく与えら

れた「神の言葉」を語るために、福音、キリス

トの救いを証するために、それこそ言語の壁を

越え、民族の壁を越えて、復活のキリストによ

って派遣されて行くのです。このことこそ、聖

霊降臨の出来事の内容であり、そして、そこに

教会の始まり、出発があるのです。

3)宣教の展開・復活のイエスとパウロ
福音は、ペ トロそしてペ トロの説教を聞いて

エルサレムの教会に加わった新しい力、ステフ

ァノ、そして、復活のキリストによって異邦人

伝道へと召されたパウロによって飛躍的な展開

がなされました。

パウロは 3回の伝道旅行 (第一回 47年 使
徒13～ 15章。第二回 50～ 52年 マケドニア、
ギリシア・ コリント滞在 同16～ 17章。第三回
52年エペソ滞在、マケドニアよリエルサレムヘ

同19:8、 20章)に よって、ローマ帝国の主要な

都市に福音を伝えると共に、そこに成立してい

った諸教会に、精力的に手紙 (書簡)を送 り、

信仰のありようを明らかにしています。新約聖

書には、パウロのものとされる手紙が13通あり

ますが、中でも4大書簡と呼ばれるローマの信

徒への手紙、コリントの信徒への手紙一、コリ

ントの信徒への手紙二、ガラテヤの信徒への手

紙は、とても重要です。

エフェソの信徒への手紙

小アジアのエフェソを中心

とする地方の教会に、パゥ

ロが獄中から送った手紙。

フィリピの信徒への手紙

獄中のパウロに教会からの

贈り物をたずさえて来たエ

パフロディトを、フィリピ

に帰すにあたって記した感

謝の手紙。

コロサイの信徒への手紙

パウロが獄中から小アジア

の教会に書き送った回状。

誤った教えに対抗して、正

しいキリスト信仰に立つこ

とを求めています。
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テサロニケの信徒への手紙

―、ニ  マケドニアの首
都テサロニケに伝道した後

の状況を知って、喜びと感

謝のうちにパウロが書いた

手紙。主の来臨について述

べられています。第一の手

紙は紀元50年頃書かれ、新

約聖書の中で最も古い文書

です。

パウロの宣教活動は30年にも及びますが、彼

ほど教会の信仰に大きな影響を与えた人はいま

せんし、彼ほど福音の真理のために戦った人

は、ルター以外にいません。ルターの思想の根

底には、パウロの福音の真理を受け継ぎ、ルタ

ー自身が受け取ろうとした聖書の示す信仰があ

ります。中でもルターは、ガラテヤの信徒への

手紙を愛し、その講解の中で、それを「わが

妻」とよんでいるほどです。またルターが、ロ

ーマ書の中のパウロの言葉に、「信仰による義」

という福音の真理を再発見したことは周知のこ

とです。

ここでは、言行録 とパウロの手紙を見なが

ら、彼の生涯と信仰に触れてみましょう。パウ

ロは、あのイスラエルの最初の王と同じサウロ

という名を持つユダヤ人でした (使徒9:11、 22:

3)。 彼は自らを「ローマ帝国の市民権を持つ

者」 (使徒22:25)と 言います。パウロ自身の自

己紹介の言葉によると「わたしは、キリキヤ州

のタルソスで生まれたユダヤ人です。そしてこ

の都で育ち、ガマリエルのもとで先祖の律法に

ついて厳しい教育を受け、今日の皆さんと同じ

ように、熱心に神に仕えていました」 (使徒22:

3)と あります。

更に、「わたしは生まれて八日目に割礼を受

け、イスラエルの民に属し、ベニヤミン族の出

身で、ヘブライ人の中のヘブライ人です。律法

に関してはファリサイ派の一員、熱心さの点で

は教会の迫害者、律法の義については非のうち

どころのない者でした」 (フ ィリピ3:5、 6)と

あるように、最初は、キリス ト教徒をユダヤ教

の異端として、強烈に迫害していました (使徒

7:54～ 8:1)。 しかし、パウロは後に「わたしの

テ モ テヘ の手紙 ―、二

エフェソ教会の指導者であ

り、パウロの弟子であった

テモテヘ、その職務のため

の手引きと偽りの教師に対

する警告を記した手紙。テ

トスヘの手紙と共に牧会書

簡ともよばオ1´、 パウロより
後の時代の事情をも反映し

ています。

テ トスヘの手紙  教会の
指導者及び会衆が、偽 りの

教えに惑わされず、正しい

信仰の生活を保つように、

警告と戒めを書いた手紙。

フィレモンヘの手紙  フ
ィレモンのもとから逃亡し

た奴隷オネシモのために、

パウロがフィレモンに送っ

た執り成しの手紙。
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4.ヘ プライ人への手紙
パウロの手紙と考えられた

こともありますが書いた人.

は明らかではありません。

旧約聖書との関連で、イエ

ス・キリストが救い主であ

ることを説いています。

4.終末の希望と救い
の完成・黙示録

主キリス ト・イエスを知ることのあまりのすば

らしさに、今では他の一切を損失 とみていま

す。キリス トのゆえに、わたしはすべてを失い

ましたが、これらを塵あ くたと見なしていま

す」 (フ ィリピ3:8)と 述べています。

文字通 り180度の転換、悔い改めがパウロの

身に起こりました。それは、ここでも復活のキ

リストとの出会い、いや、キリストご自身の赦

しがその根底にあります (使徒9:1～パウロの

回心、32年頃)。 パウロは言います、「わたしは

その罪人の中で最たるものです」 (Iテ モテ1:

15)。 復活の主は生きて働 き、今も神の救いを

もって、近づき、共に歩み、罪の赦しを与えて

くださるのです。パウロは「死んだ方、否、む

しろ、復活させられた方であるキリス ト・イエ

スが、神の右に座って、わたしたちのために執

り成して くださるからです」 (ロ ーマ8:34)と

言います。

ですから、私たちはこのキリストによって神

と結ばれ、「信仰 と、希望 と、愛」 (Iコ リ13:

13)の内に生きることができるのです。

パウロは、今コリントの信徒への手紙―で

「それゆえ、信仰と、希望 と、愛この三つはい

つまでも残る。その中で最も大いなるものは愛

である」と言いました。

復活のキリストによって神との新しい関係に

入れられたキリスト者は、この愛において生

き、終末の日を希望・待望しているのだと言え

ます。そして、私たちの希望は信仰によって、

支えられているのです。この信仰を「終末の希

望」と言います。

私たちの信仰は「今おられ、かつておられ、

5。 公同書簡  次の七つ
の手紙は、多くの教会にあ

てて書かれたものとして、

公同書簡と古くからよばれ

てきました。その成立は 1

世紀の終わりから2世紀前

半になると考えられていま

す。
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ヤコプの手紙  ユダヤ的
伝統を重んじる発信者ヤコ

プによる一般の教会のため

の教訓と勧告の手紙。

やがて来られる方」、「アルファであり、オメガ

である方」 (黙示1:8)で あるキリストの、終わ

りの日に再び来られるという約束なしにはあり

えません。「マラナ 0夕 (主 よ、来て くだ さ

い)」 (Iコ リント16:22)は、初代のキリス ト

を信じる者の祈 りであって、互いに交わしてい

た日常の挨拶であったと言われています。つま

り、キリストを信じる者は、喜びをもって終末

の時を待ち望む存在なのです。終末への希望に

よって、現在の生活の中で、神 と人への誠実を

貫こうとするのです。キリス トの再臨と神の国

の完成がいつ起ってもよいように備えて生きる

のです (マ タイ25:1-13+人の乙女のたとえ)。

このような生き方を終末的な生き方と言いま

す。しかし、それは個人だけでのことではあり

ません。なぜなら、キリスト教信仰では、救い

は個人の救いで完結するのではないからです。

私たちは、真の意味での共同体をその中で目指

すのです。人間は、一人では生きていくことは

できません。愛と信頼による交わりの中で生き

るものなのです。そのような共同体は、人間の

力で作り上げられるのではなく、命と愛の源で

ある神ご自身によって完成にいたるものなので

す。終末によって到来する神の国の完成によっ

て実現されるものなのです。

神との関係の回復は人間同士の関係の回復を

もたらします。人間の世界、この世 (アイオー

ン)は変遷を続けて行きます。しかし、この共

同体、即ち教会とキリストを信じる者は、歴史

の開始を見据え、そしてこの中間時を、終わり

を知る者として動かされること無 く生きていく

のです。「実に神の国はあなたがたの間にある

のだ。」 (ルカ17:21)

ペ トロの手紙―.  迫害
の恐怖にさらされていた小

アジアの教会に、生ける望

みをキリストにおいて持つ

ように勧めた手紙。

ペ トロの手紙二.  誤っ
た教えに対して警戒し、神

の約束に信頼して真の信仰

に生きるように勧めていま

す。

ヨハネの手紙一、二、三、

誤った教えを警戒し、忠実

な信仰に生 きるように勧

め、信仰と愛を強調してい

ます。古くから使徒ヨハネ

の手紙といわれてきました

が、三■,1三 は恐らくヨハネ

とよばれた長老の手紙と考

えられます。
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ユダの手紙  ヤコプの兄
弟ユダの手紙とされます。

内容的にはペ トロの手紙二

と共通し、戒めと勧告を記

しています。

私たちキリスト者は、この世の歴史の未来に

おける神の国の完成を待ち望むという視座を明

確に持ちつつ、神の国は「キリストの愛のもと

にある」 という「すでに」と「いまだ」の緊張

関係の中で生きていくのです。

「以上、すべてを証しする方が言われる。『然

り、わたしはすぐに来る。』アーメン、主イエ

スよ、来て ください。主イエスの恵みがすべて

の者と共にあるように。」 (黙示22:20-21)こ れ

は、黙示録の最後の言葉、いや、聖書の最後の

言葉です。

6.ヨハネの黙示録  1日
約のダニエル書などと同じ

く「黙示文学」とよばれる

文体で、幻や象徴で使信を

伝えています。とくにキリ

ストの来臨による終末の勝

利が告げられます。 1世紀

の終わ りか 2世紀の初め

頃、迫害の中にあったキリ

スト者たちを励ますために

書かれました。
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モーセによって書かれたと伝えられましたが、むしろモーセを

中心 とする一連の書といえます。「律法」ともよばれています

が、創世記や族長の物語、イスラエルの古い歴史を含んでい

て、単なる律法集ではありません。それらの物語を通して、神

のみ前に歩む道が示されています。

一書

一

五

―

ヽ

，
簸

¨

創世記 天地の創造から人の堕落、ノアの洪水、バベルの塔の物語に続

いて、アブラハムを初めとする族長たちの物語が含まれ、イス

ラエルが神の約束の地に至りながら、エジプ トに住むようにな

った次第が語られています。

出エジプ ト記 モーセが神の召しを受け、イスラエルの民を率いてエジプ トか

ら脱出し、シナイ山で神の契約と「十戒」を受けたこと、それ

と共に当時のイスラエルに与えられた多くの戒めがしるされて

います。

レビ記 ンビ族はイスラエルの中で祭司の役割を果たした部族です。こ

の書は彼らの役日であった礼拝と祭司職に関する細かな規定が

しるされています。

民数記 出エジプ トの後、荒れ野を旅するイスラエルの民の人口調査が

記されていることから、民数記の名があります。荒れ野での出

来事 と、いろいろな律法がしるされています。

申命記 「申命」は神の戒めを繰り返して述べるというほどの意味です。

荒れ野の旅を導いたモーセが約束の地を眺めつつこの世を去る

前に残した決別の説教の形で、たくさんの律法がまとめられて

います。

モーセなきあと、ヨシュアによって導かれたイスラエルの民

が、約束の地カナンに入 りますが、その歴史が進展すると共

に、信仰的には次第に下降線をたどります。ついにはイスラエ

ル民族が建設した王国は滅ぼされ、アッシリア、ついでバビロ

ニアの捕虜 となります。その中で信仰的集団としてのイスラエ

ルの団結が目指され、結果的には救い主への備えがなされま

す。その歴史が12の書物になっていますが、その中でルツ記と

エステル記は歴史的な「物語」と見られます。

2.歴史書

|||  |||
||  ||||

‥

―
―

‥

　

一
■

・

ヨシュア記 ヨシュアを指導者とするイスラエルの民が、40年の荒れ野の旅

を終えてカナンに侵入し、その地を割り振って住み着 くように

なる次第と、ヨシュアの民に対する勧めが記されます。

<旧約聖書 (39巻)>
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ル ソ`言己 士師時代を舞台とする女性ルツの短い信仰的物語。

サムエル記上下 士師の時代が終わって、イスラエルが王国として形を整える事

情が描かれます。サウルに続いてダビデが王となり、国を盛ん

にしますが、ダビデの個人生活は信仰的であると同時に、家庭

的に弱点をもっていて、問題の種 となります。

列王記上下・

歴代誌上下

ダビデの後継者ソロモンによって、イスラエルは繁栄を極めま

すが、それも長続きせず、やがてイスラエルとユダの南北二王

国に分かれて争い、さらにいずれも外敵アッシリアとバビロニ

アのために滅亡するまでのことが記されています。エリヤ、エ

リシャ、イザヤらの預言者の活躍、ヨシア王の宗教改革の出来

事もこの時期のことです。ペルシャ王キュロスはバ ビロニアを

滅ぼし、バビロニアに捕囚となっていたイスラエルの民は故国

に帰ることを許されます。

エズラ記・

ネヘミヤ記

捕囚の民が故国に帰還する次第 と、神殿を再興してエルサンム

をもう一度聖なる都 とするための処置とざんげが書かれていま

す。エズラ記ネヘ ミヤ記に書かれた出来事の後、ネヘミヤがエ

ルサンムに石垣を築き、エズラが神殿のために新 しい規定と律

法を公布したことが記されます。

エステル記 ペルシャにいた離散のユダヤ人の危機を、一人の女性が救った

物語。ルツ記 と共に、一連の歴史 とは少し異なる物語で、共に

女性を主人公としています。捕囚から帰還したのちの時代が背

景になっています。

3.詩 歌|| ヘブル語聖書で「諸書」の中に入れられている詩や格言集など

で、イスラエルの信仰の具体的な生活への反映でもあります。

ヨブ記 苦難の中にあって、なぜ自分をこのような目に合わせられるの

かと、神に問うヨブが、神と人との人格的交わりにおいて結論

を見いだす信仰的な劇詩。

詩 編 神殿における讚美歌、個人的な嘆きや願い、感謝の歌など、イ

スラエルの民の信仰の詩集です。「律法」がモーセに帰せられ

ているように、詩の多 くがダビデのものとされています。

士師記 ヨシュアの後、信仰あつい12人 の士師 (さ ばき人)た ちが、

次々にイスラエルの指導者の役目を果たしてゆく時代の出来事

の記事です。

ペルシャ時代の後、ギリシャの勢力が盛んになる頃から、その

影響のもとで編集された格言集です。「生活の智恵」的なもの

蔵 言
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コヘレトの言葉 蔵言などと共に、智恵文学とよばれる部類に属します。実生活

に対する無常観や懐疑が吐露されて、伝統的な信仰を問いなお

そうとしていますが、基本には神への信頼があります。「コヘ

ント」は集会の招集者あるいは集会の中で語る者を意味し、以

前は「伝道の書」 と呼ばれていました。

雅 歌 もともとはコヘントの言葉と対照的な恋愛の歌。しかし単に恋

愛を謳歌するものとしてではなく、神 と人との交わりを歌った

ものとして受け取られています。

4.預言書 ソロモン王時代に頂点に達したイスラエルの栄華が衰退し、国

の独立が失われたころ、本来の神信仰に帰るように説いた預言

者たちが現れました。神はそのみことばを彼らに託し、民に悔

い改めを説かせ、救いの約束を与えられました。列王記にはエ

リヤ、エリシャらの活動が記され、ヘブル語聖書ではヨシュ

ア、士師、サムエル、列王が「前の預言者」とよばれていま

す。文書の残っている預言者としてイザヤ、エンミヤ、エゼキ

エルは、分量的にも内容的にも大預言者 とよばれますが、時代

的には、アモス、ホセアらの方が彼らより先になります。哀歌

とダニエル書は預言書と少し性格が違いますが、ふつうその中

に含めて数えられます。

イザヤ書 預言者イザヤは紀元前 8世紀に活躍しましたが、イザヤ書はイ

ザヤー人の筆によるのではなく、40章以下は背景の時代 も違う

と認められています。神の民に対する叱責と慰め、ことに40章

以下は主のしもべによる解放 と救いの希望が告げられていま

す。

エレミヤ書 エレミヤは紀元前 7世紀に、南王朝滅亡の危機に際して、神へ

の信頼 と服従を語 りました。深い個人的な信仰を表 していま

す。

哀 歌 滅ぼされたエルサレムの廃墟での悲しみの歌。

エゼキエル書 エレミヤの後、バビロニア捕囚時代の預言者エゼキエルの民に

対する警告と慰めで、祖国復興の希望を説いています。

ダニエル書 物語 と幻の部分からなり、「人の子」のような者がとこしえに

支配するためにやってくる希望を語っています。幻を通して神

のみわざを語る、いわゆる「黙示文学」の代表的な書です。

が集められていますが、その根本に神への信仰があります。

紀元前 8世紀頃、アモスに少し遅れて北王国に現れた預言者ホホセア書
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ヨエル書 ヨエルは南王国の預言者で、いなごの災害に事寄せて、終末の

主の日について語っています。

アモス書 紀元前 8世紀の半ばに出た預言者アモスによるもので、預言文
書としては最も古いものといわれます。社会の不義不正に対す

る神の審判を宣告し、神の義を強調 しています。

オバデヤ書 旧約聖書中最も短い書で、捕囚期に書かれました。エ ドム人の

おびやかしと、究極的な神による望みを語っています。

ヨナ書 預言者ヨナが、異邦人の町ニネベに悔い改めを説 くように遣わ

された教訓的な物語で、福音書にもキリストの型を示すものと

して引かれています。

ミカ書 紀元前 8世紀ホセアからイザヤの時代に活躍したミカによる不

義に対する神の叱責 と審判、民に対する約束 と慰めの預言で

す。

ナホム書 神の民をしいたげるニネベに対する審判と、神に信頼する民ヘ

復興のよいおとずれが告げられます。紀元前 7世紀半ばのこと
とされています。

ハバクク書 紀元前 7世紀末から 6世紀にかけての時代に、神の民の罪に対
して、神がカルデヤ人を起こして罰したもうが、やがてそのカ

ルデヤ人もその悪によって罰せられ、神の民に最終的な救いが

来ることが約束されています。

ゼファニア書 エンミヤの時代の前に活躍したと思われるゼファニアの書で、

主の日が異邦人にとってだけでなく、ユダにとっても、恐るべ

き災難の日であるけれども、少数の残 りの者に救いが約束され

ることが告げられます。

ハガイ書 捕囚後の紀元前 8世紀後半、ユダの復興について預言したハガ
イの書。

ゼカリヤ書 ハガイの少し後に現れ、神殿復興に力を尽くしたゼカリヤの預

言で、柔和なメシアの姿を示しています。

マラキ書 捕囚後の民に、倫理的、宗教的な問題について戒め、主の日の

来ることを告げています。

<新約聖書 (27巻)>

セアは、自分の失敗に終わった結婚生活の中から、あるいはそ

れに重ねて、神の憐れみを預言しました。

イエス 。キリストの出来事を伝える書として、四つの福音書が
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あります。それぞれ著者と伝えられる人の名を冠して呼ばれて

います。マタイは使徒のひとり、マルコはエルサンムの若い弟

子で、パウロやペ トロの協力者でした。ルカはパウロの同労者

であった医師であり、ヨハネは主に愛された弟子とされます。

しかし現在の福音書は、それぞれ幾つかの資料をもととして書

かれており、その書かれた年代も、聖書に並べられた順序と一

致はしません。それぞれに特徴があり、用語も違うところがあ

りますが、同じ主を指し示しています。イエスの歴史的な伝記

というのではなくて、信仰の日で見た主のおとずれの出来事を

喜ばしい音信 =福音 として伝えています。

2.使徒言行録
||  ‐||

主の復活の後、初代教会がどのように形成され、発展して行っ

たかを、ルカがペ トロとパウロの働 きを軸 として述べていま

す。

使徒言行録にも記されるように、パウロは教会の迫害者からキ

リス トの使徒へと変えられ、教会の働きに重要な役割を果たし

ました。その働きの中で記した手紙は、主イエスによる救いを

証しし、新約聖書の中で最も古い文書に属しています。

3.パウロめ手紙

パウロが紀元56年 ごろコリント滞在中に、ローマの信徒にあて

て書いた手紙で、彼はローマを訪問することを希望して、あら

かじめ自分の信仰内容を順序だてて述べています。そのため、

信仰 と信仰による生活の基本的な問題が明らかにされていま

す。

ローマの信徒ヘ

の手紙

コリントの信徒

への手紙一、二

ギリシャ南部の国際商港都市コリントに、パウロは 1年半ほど

留まって伝道しましたが、その後教会の中で信仰上、また道徳

上のさまざまな問題が生じました。そのような問題の解決のた

めに記したパウロの手紙。

ガラテヤは、パウロが最初の伝道旅行で教会を建設した地方で

す。パウロが去った後、ユダヤ主義的な教えが入って来て、信

仰があいまいにされました。それに対してパウロが戦闘的な福

音の主張と、教会に対する愛を込めて書いた手紙。

ガラテヤの信徒

への手紙

小アジアのエフェソを中心とする地方の教会に、パウロが獄中

から送った手紙。

エフェソの信徒

への手紙

獄中のパウロに教会からの贈 り物をたずさえて来たエパフロデ

ィトを、フィリピに帰すにあたって記した感謝の手紙。

フィリピの信徒

への手紙

パウロが獄中から小アジアの教会に書き送った回状。誤った教コロサイの信徒
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テサロニケの信

徒への手紙一、

マケドニアの首都テサロニケに伝道した後の状況を知って、喜

びと感謝のうちにパウロが書いた手紙。主の来臨について述べ

られています。第一の手紙は紀元50年頃書かれ、新約聖書の中

で最も古い文書です。

テモテヘの手紙 エフェソ教会の指導者であり、パウロの弟子であったテモテ

ヘ、その職務のための手引きと偽りの教師に対する警告を記し

た手紙。テトスヘの手紙 と共に牧会書簡 ともよばれ、パウロよ

り後の時代の事情をも反映しています。

テ トスヘの手紙 教会の指導者及び会衆が、偽 りの教えに惑わされず、正しい信

仰の生活を保つように、警告と戒めを書いた手紙。

フィレモンヘの

手紙

フィンモンのもとから逃亡した奴隷オネシモのために、パゥロ

がフィレモンに送った執 り成しの手紙。

へ
　
．．

人イ
　

■
―

■
フ
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紙
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手

こ

の
■

パウロの手紙 と考えられたこともありますが書いた人は明らか

ではありません。 1日約聖書 との関連で、イエス 。キリス トが救

い主であることを説いています。

,.公同書簡
.|||  ||‐

次の七つの手紙は、多くの教会にあてて書かれたものとして、

公同書簡と古 くからよばれてきました。その成立は 1世紀の終
わりから2世紀前半になると考えられています。

ヤコプの手紙 ユダヤ的伝統を重んじる発信者ヤコプによる一般の教会のため

の教訓と勧告の手紙。

ペ トロの手紙一 迫害の恐怖にさらされていた小アジアの教会に、生ける望みを

キリストにおいて持つように勧めた手紙。

ペ ト回の手紙二 誤った教えに対して警戒し、神の約束に信頼して真の信仰に生

きるように勧めています。

ヨハ ネの手 紙 誤った教えを警戒し、忠実な信仰に生きるように勧め、信仰 と

愛を強調しています。古 くから使徒ヨハネの手紙といわれてき

ましたが、二、三は恐らくヨハネとよばれた長老の手紙 と考え

られます。

ユダの手紙 ヤコプの兄弟ユダの手紙とされます。内容的にはペ トロの手紙
二と共通し、戒めと勧告を記しています。

への手紙

6.ヨハネの黙示

録

えに対抗して、正 しいキ リス ト信仰に立つことを求めていま

す。

旧約のダニエル書などと同じく「黙示文学」とよばれる文体

で、幻や象徴で使信を伝えています。とくにキリス トの再臨に
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よる終末の勝利が告げられます。 1世紀の終わりか2世紀の初

め頃、 迫害の中にあったキリスト者たちを励ますために書かれ

ました。

旧約聖書·新約聖書の内容要約(66-72頁）は

石居正己著「キリスト教信仰へのガイド2～愛と恐れと信頼と～」

を参考にさせていただきました。

太田一彦

1953年生まれ

日本ルーテル神学校卒

仙台教会、 三鷹教会、 都南教会を歴任

ルーテル学院大学非常勤講師
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